
土と親しむ･土とふれあう
4月1日、市内に2ヵ所の「民営型市民農園」がオープンします。

市では、市民の皆さんが、土と親しみ野菜や草花などを栽培し、収穫の

喜びを体験できる。市民農園の整備を支援しています。

この市民農園は、年々減少する農地の保全を図り、市民の余暇活動の一

環として、民間主体で設置する「民営型市民農園」です。

多くの方に利用していただけるよう、農園利用者の募集について、お知

らせします。

圖みどりと花の課保全係S366 ―7378
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こ
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い
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野菜づくりを家族で楽しむ

市では、このような市民農園の数をもっと増やした

いと考えています。開園を希望する農地等の所有者の

方は、ぜひご相談ください。
猖みどりと花の課保全係S366 ―7378

申
し
込

み
…
３
月
1
0
日

出

〔
必
着
〕

ま
で

に
、
往

復
（

ガ
キ

に
（
一
世
帯

一
通

）
郵
便

番
号

・
住
所

・
氏

名

・

電
話
番

号

・
利
用
区

画
数

・
返

信
用

あ
て

名
を
記
入

し

て

（
返

信
（

ガ
キ

の
裏
面

に

は
何
を

書
か

な
い
で
く

だ

さ

い
）
、
左
記

申
し
込

み
先

へ

①

や
ま
ざ

き
市

民
農
園
ｕ

〒
2
7
0
－
2

2
1
3

松

戸
市
五

香
七

の
五
の

匸

。

山
崎

照
雄

②

ス
ダ
カ
市

民
農
園

儿

１‐
2
7
0
－
2
2

0
4

松

戸
市

六

実
四

の
一
の
一

墜

倚
敏
之

結

果
通
知
・：
結

果
お

よ

び
入
園
手

続

き

の
詳
細

は
、
返

信
（

ガ
キ
で

お
知

ら
せ

し
ま

す
。

①

や

ま

ざ

き

市

民

農

園

所

在
…
松
戸

市
松

飛
台
二

八

の
二

（
松

飛
台

第
二
小

学
校

北
側
）

交
通
・
：
新

京
成
電

鉄
元

山
叭

下
車

徒

歩
十
分

ま
た

は
五
香

駅
西
口

か
ら

新

京
成

バ
ス
松
飛

台
循

環

「
松

飛

台
入

口

」
下

車
徒

歩
五
分

②
ス

ダ

カ

市

民

農

園

所
在
・
：
松

戸
市

六

実

一
の
六

一
　（
鎌

ヶ
谷

西
高

校
北

側
）

交

通
卜
東

武
鉄
道

野
田
線

六
実

駅
下

車

徒
歩
十

五
分

※
い
ず
れ
も
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

よ
り
簡
単
に
借
り
ら
れ
る
よ
う
に

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
貸
し
出
し
・
返
却
方
法
が
変
わ
り
ま
し
た

者
に
リ
ー
ス
料
金
を
補
助
し
て

い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

ト
の
貸
し
出
し
と
返
却
に
つ
い

て
は
、
松
戸
市
安
全
都
市
協
議

会
事
務
局
（
安
全
課
内
）
の
窓

口
で
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今

年
１
月
か
ら
指
定
業
者
が
直
接

これからは自宅までお届けします
リ
ー
ス
利
用
者
に
配
達
し
、
リ
ー
ス

期
間
終
ｒ

後
も
直
接
回
収
す
る
方
法

に
変
わ
り
ま
し
た
（
申
請
は
こ
れ
ま

対
乖

：
市
内

在

任
の
乳

幼
児

の

い
る
家
庭

で
、
自

動

車
を
利
用

し
て

い
る
人

リ
ー

ス
期
間
…

五
ヵ
月
以

内

補

朗
額
・
：
リ

ー
ス
料

金

の
半

額

補
助

台
数
…
毎

月
二

十
台

（
応

募
者

多

数
の
場

合
は
抽

選
）

申
請

方
法
・：
利

用
開

始
希

望
月

の
前

月

１
日

～
1
5
日

（
閉

庁
日

の
場

合

は
翌
日
）

の
間
に
、
松

戸
市

安
全

都
市
協

議

会
事
務

局

（
市

役
所
本

館
三

階
安

全
課

内
）

へ※
お
貸
し
で
き
る
品
種
（
型
）
と
補

助
金
額
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。
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1チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
補
助
金
額

区　分 2週間 1ヵ月 2ヵ月 3ヵ月 5ヵ月

乳児用 1,500円 1,900円 2,150円 2,400円 2,900円

乳児用 2,000円 2,500円 2,ﾜ50円 3,000円 3,500円

乳児用 2,250円 2,450円 2,700円 2,950円 3,∠150円

幼児用 2,500円 3,000円 3,250円 3,500円 4,000円

ジュニア用 1,500円 2,000円 2,250円 2,500円 3,000円

※乳児用＝誕生から5ヵ月ごろまで
幼児用＝6ヵ月ごろから4歳ごろまで

ジュニア用＝3歳ごろから8歳ごろまで
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も

「
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消

火
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の
正

し

い
使

い

方

①
消

火
器
を
火
元
ま
で
運
ぶ

②
黄
色
い

安
全
ピ
ン

を
抜
く

③
ホ

ー
ス
を
炎
に

向
け
る

④
上

下
の
レ
バ

ー
を

握
る

１

は

前

月

比

Ｌ

帯世と口人

人口465,154 人　［-2,120］

男234,579 人　卜1,417］
女230,575 人　 卜703 ］

世帯182,929 世帯［- 704］
※今月から基準値を､平成7年国勢調査確

定値から平 成12年国勢調査速報値に変

更しました。
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Ｏ
燃
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す
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を
置
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な
い

Ｏ
ご
み
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、
決
め
ら
れ
た
日
の
朝

に
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す

○
物
置
や
倉
庫
に
は
鍵
を
か
け
て

日 時 …3 月４日(日)午前11 時 ～正 午

会 場 …21 世紀 の森 と 広場( つ ど いの 広場)

内 容 …消 防音 楽隊 演奏 、音楽 で 遊ぶ コ ーナ ー＝ イ

ン トロ クイ ズ・防 火講 話( 子 ども を 対 象) ・打 楽

器 で遊 ぼう ・君も 指 揮者 に ・フ ォー クダン ス

費 用 …無料

※参力[]者 には 記念 品を 差し 上 げ ます(先着300 人) 。

ふれあい22 講座参加者を募集②

消費税及び地方消費税

の加算割合を改正　③

留守家庭児童会　　　　　　 ④

ごみのわけ方・出し方の変更⑤

情報チャンネル　　　　　 ⑥⑦

開園を待つスダカ市民農園

市民農園を開園したい方へ

募
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Ｈ
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４
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。
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３
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音楽隊といっしょに火の用心主な内容



障害者福祉センタ一では 、障害を持っている人を対象に

創作活動や機能訓練を行うデイサービス事業を行います。

対象…市内在住で障害者手帳を持っている人または準ずる

人〔機能訓練の申し込みができるのは、医療的な管理が終

了したおおむね18 歳以上65 歳未満の人で、ほかの施設など

で訓練を受けていない人（介護保険対象者は除＜）］

期間…1年間（パソコンは3ヵ月から6ヵ月間）

定員…各15 人程度（パソコン・さをリ織りは各5人程度）

費用…無料（材料費は実費）

※すでに参加中の人や待機中の人も、申し込みが必要です。

申し込み…2月26 日（月）から、障害者福祉センター窓口また

は電話・ファクスで、住所・氏名・年齢・電話（ファクス）

番号・障害の種類 一等級を記入して、ふれあい22 （健康福

祉会館）障害者福祉センターfi383 ―7111B383 ―7810 へ

（早めにお申し込みください）

お子さんの発達や子育てに関

する相談に応じていますこども発達センター
こども発達センターでは、発育に不安のあるお子さんや心身 の発達に遅れのあるお子さ

んに対し、小児科医をはじめとする専門スタッフが相談・診療を行っています。

また、子育てに不安がある人の相談にも応じています。お気癬にご相謔ください。

Ｏ新京成電鉄五香駅から徒歩13 分

○新京成電鉄常盤平駅､JR 線新八柱駅･

新京成電鉄八柱駅前から新京成バス牧の

原団地行きで「牧の原団地」下車徒歩3分

（新八柱駅・八柱駅前からは､一部ノンス

テップバスが運行されています）

運行時刻等問い合わせ…新京成電鉄松戸

営業所O387-0388

デイサービス事業（講座）一覧

講　座　名 曜　　日 時　　間 内　　容

創作活動

陶芸Ａ 第卜3 月曜日 午後2時～4時 器・皿 一花瓶などの基本的な作り方

陶芸Ｂ 第2・4金曜日 午後2時～4時 一般的な陶芸のほか自分のイメージを形にする

水彩画 第2・∠1月曜日 午後2時～4時 いろいろな画題の描き方

生け花 第1・3月曜日 午後2時30分～4時 季節の花の生け方

書道Ａ 第1 べB火曜日 午後2時30分～4時 いろいろな文字を書く楽しさを知る

書道Ｂ 第2 べ火曜日
午前ｍ時～11 時

30分
おしゃべりを楽し みながら文字を書く

絵手紙 第1・3水曜日 午後2時～4時 絵手紙の書き方 、楽し み方

手工芸 第1 く3水曜日 午前10時～正午 和紙や生地を使い、季節にあった飾り作り

レ ザークラフト 第卜3 木曜日 午前10時～正午 変化してい＜革の表情や形を楽し む

バードカービング 第2 ぺ 木曜日 午後1時～3時 柔らかい木を使って野鳥を作る

さをﾘ 織り 第卜3 金曜日 午前10時～正午 手織りの素朴さを楽しむ

ゅび編み 一手芸 第1・3金曜日 午後2時～4時 指先を使ってリハビリを兼ねた編み物・手芸

墨絵 第2・4日曜日 午前10時～正午 墨絵の描き方、楽しみ方

スポーツ・レ クリエーション

ふれあいコーラス 第卜3 月曜日
午前ｍ時30 分～

正午
大きな声で歌う楽しさを知る（童謡ほか）

ふれあい社交ダ

ン ス
第2・4木曜日 午後1時～4時 楽しくダンスを覚える

力口一リング 偶数月第2土曜日 午前10時～正午 誰でも楽しめるレクリエーション競技

車いすダンス 第1・3日曜日
午前11 時～午後0時

3膀
車いすでダンスを楽しむ

ふれあい卓球･親子 第1・3日曜日 午後IE侍～3時 卓球を楽し みながら親子で体を動かす

ふれあい卓球･個人 第卜3 日曜日 午後3時～5時 卓球を楽し みながら覚える

社会適応訓練

ワープロ 第1・3金曜日
午前10時30 分～

午後O時30分
初心者から中級者コース

パソコンＡ 毎週木曜日 午前10時～正午 初心者コース（期間3ヵ月）

パソコンＢ 第卜3 土曜E］午後1[侍～3時 初心者コース（期間6ヵ月）

パソコンＣ 第1・3土曜日 午後3時～5時 初心者コース（期間6ヵ月）

パソコンＤ 第卜3 日曜日 午後2時～∠旧寺 初心者コース（期間6ヵ月）

パソコンＥ 毎週月曜日 午前10時～正午
ワ ードとエクセル（期間4ヵ月）

パソコンド 毎凋十曜日 午前10時～正午

機能訓練　 ※申し込み後に面接（日時は後日連絡）のうえ決定

ふれあいリハビリ
毎週月曜日 午後1時から4 時

30 分

個別リハビリ

毎週金曜日 集団リハビリ（月1［亘jから3回程度）

その他

朗読をきくかい 第2水曜日
午前10時～11 時

30分
松戸朗読奉仕会による朗読を聞く

囲碁 一将棋 ・ォセ
毎週金曜日 午後1時～5時 みんな一緒にゲームを楽しむ

市
・
県
民
税
の
申
告
は

お
早
め
に

申
告

を
す
る
人
：

平

成
1
3
年

１
月
１

日
現
在

、
市

内

に
住

ん
で

い
て
、
平

成
1
2年

中

に
所

得
が

あ
っ
た

人
や
退

職
し

た
人

な
ど

※
所

得

が
な
く

、
ど

な
た

の
扶
養

に

も
な

っ
て

い
な

い
人

も
、

申
告
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必
要

で

す
。
申

告

を
し
な

い
と

。

各

種
手

続
き

に
必
要

な
証
明

書

等

の
交
付

が
受

け
ら

れ
ま
せ

ん
。

申

告
を
し
な

く
て

も
よ
い
人

…
給
与

所

得
の
み

で
、
勤

務
先

か
ら

給
与

支

払

報
告
書

が
市
役

所

に
提

出

さ
れ

、

住
民

税

が
天

引

き
さ

れ
る
人

（
勤
務

先
で

確
認
し

て

く
だ

さ

い
）
。
所
得

税

の
確
定
申

告
書

を
提
出

す

る
人

※
給

与
所

得
以
外

の
所

得

が
二

十
万

円
以
下
の
人
は
、
確
定
申
告
の
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
市
県
民
税

の
申
告
は
必
要
で
す
。

準
備
す
る
も
の
…
①
収
支
の
分
か
る

帳
簿
な
ど
②
源
泉
徴
収
票
・
給
与
明

細
書
・
支
払
調
書
な
ど
③
十
成
1
2年

中
に
支
払
っ
た
健
康
保
険
料
・
国
民

年
金
保
険
料
・
生
命
保
険
料
・
損
害

保
険
料
・
医
療
費
な
ど
の
領
収
書
ま

た
は
証
明
書
爪
印
鑑
⑤
配
偶
者
の
収

入
が
分
か
る
も
の

受
晢
は
時
…
３
月
1
5日
困
ま
で
、
午

前
８
時
匐
分
～
午
後
５
時
（
土
・
日

曜
日
を
除
ぐ
）

受
付
鑞
戌
…
市
役
所
本
館
二
階
大
会

議
室
・
各
支
所
（
た
だ
し
３
月
１
日

か
ら
常
盤
平

・
新
松
戸
・
小
金
原
支

所
は
市
民
セ
ン
タ
ー
に
な
け
ま
す
）

※
郵
送
に
よ
る
4
1告
も
受
け
付
け
ま

す
が
、
電
話
番
号
は
必
ず
記
入
し

て
く
だ
さ
い
（
控
え
の
必
要
な
人

は
、
返
信
用
封
筒
に
切
手
を
張
っ

て
同
封
し
て
く
だ
さ
い
）
。

※
期
間
中
は
駐
車
場
が
大
変
混

雑
し

ま
す
。
車
で
の
来
庁
は
ご
遠
慮
ぐ

だ
さ
い
。

団
市
民
税
課

公
3
6
6
・
7
3
2
2

日時…２月２８日團午後９時まで

会場…市役所新館２階収納課

圖収納課S366 ―7325

4月１囗から 、戸 定歴史館 の入館 料（戸定邸と歴史館 に入館するには 、そ れぞ れ入館料

が必要）を下記 のとおリ 値上げし ます
Ｏ

また 、戸定 邸と歴 史館を1 枚の入館 券でご 覧 に

な れる 割引共通入 館料を 、新たに設 けまし た。

固戸定歴史館Q362-
2050　　　　　 誦旒区　　分

旧料金 新料金

個別入館料

(1施設につき)

ｲ固別入館料

(1施設につき)
共通入館料

個人 団体 個人 団体 個人 団体

一　　般 60円 50円 巧〇円 120円 頷O 円 200 円

高校生･大学生 40 円 30円 100 円 80 円 160 円 120 円

小学生･中学生 20 円 15円 50 円 40 円 80 円 60 円

あ
な
た
の
健
康

278

う

つ
病
は
こ
う

す
れ
ば
治
す
こ
と
が
で
き
る

う

つ

病

は

優

秀

な

人

が

か

か

り

や

す

い

今
日

の
社

会

に
お

い
て

、
う

つ

病
で

苦
し

ん
で

い
る
人

は
少

な
く

あ
り

ま
せ

ん
。

そ
の
際

、
適
切

な
処
置

を
受

け

な

い
で

病

気

を
長

引

か

せ

た

り
、

病
気

を
悪
化

さ
せ

た

び
す
る
こ

と

も

、
し

ば
し

ば
目

に
す

る
と
こ

ろ

で

す
。
う

つ
病

と

い
４
病

気

に
は
、

つ

ぎ
の
よ
弓
な
特

徴
が
あ
げ
ま

す
。

う

つ
病

に
な

り
や
す

い
人

た
ち

の
多

く

は
、
本

来
、
十
分

な

学
力

や
社
会

的
能
力

を
も
ち

、
優

秀
で

あ

る
と

ぽ
他
と

も
に
認

め
ら

れ
て

い
る
人
た

ち
で

す
。

に
も
か

か
わ

ら

ず
、
う

つ
病

に
お
ち

い
る
と
心

身

の
不
調

が
あ

ら
わ

れ
、
人

生
の

途

中
で

ぶ
つ
か

っ
た
暗

い
壁

さ
な

が
ら
に

、
気
力

の
充
実

し

な
い
悶

悶

と
し
た
日

々

を
送

る
よ
う

に
な

り

ま
す

。

う

つ

病

に
な

っ

た

状
態

で

は

、

元

気
な
と

き

の
自
分

が
ウ
ソ

の
よ

う

に
思

わ
れ
ま

す
。
表

現
を

変
え

’る
と
、
ま

っ
た

く
別
人

の
よ

う
に

な

っ
て
し

ま
う

自
分

が
、
ふ

が

い

な
ぐ
て
し
か
た

な
ぐ
な
げ
ま

す
。

人

に
よ

っ
て

は
、
苦

痛
を

と
る

た

め
、
市

販

の
強

壮
剤

、
総

合

ビ

タ
ミ
ン
剤

な
ど

、
う

つ
病
本

来

の

治

療
と

は
ほ
ど

遠

い
薬

や

ド
リ
ン

ク
剤
を
服
用

し

た
り
し

ま
す

。
ま

た

、「
溺

れ
る
者

は
ワ
ラ
を

も
つ
か

む
」

式
に

、
民

間
療
法

な

ど
を
試

し

続
け
て

い
る
例
も
多

く

あ
り
ま

す

。
し

か
し

、
そ

れ
で

も

一
向

に

よ

く
な
ら

ず

、
困
り
果

て
て

い
る

ヶ
Ｉ

ス
も

心
ダ
な
ぐ

ち
り

ま

世
七
。

①
周
囲

の
無
理
解
が
う

つ
病
を

悪
化
さ
せ
て

い
る

②
休

養
の

必
要

性

③
抗

う
つ
薬
は
栄
養

と
休

養
を

助
け

る

④
薬
だ
け
の
治
療
で
は
不
十
分

⑤
し

か
っ
た
り
、
励

ま
し

た
り

は
禁
物

⑥
周

囲
の
人
の
協
力
で
自

殺
を

防
ぐ

①
～

⑥
ま
で
の
項
目
に

つ

い
て

は
心
身
医

学
シ
リ

ー
ズ
に
て

順

次
、
お
話
し
し
て
ま

い
り
ま
す
。

（
松

戸
市
医
師
会

）

投
票
時
間
…
午
前
７
時
～
午
後
８
時

新
世
紀
 
に
な
う
政
治
に

私
の
一
票

平
成
1
2年
度
明
る
い
選
挙
啓
発
標
語
千
葉
県
一
般
の
部

最
優
秀
賞
（
松
戸
市
　

橘
川
春
奈
さ
ん
の
作
品
）

固
市

選
挙
管

理
委

員
会
事

務
局

容
巓
・
7
3
8
6

3月15日まで

ふ
れ
あ
い
2

2

千
葉
県
知
事
選
挙

(
健
康
福
祉
会
館

)

障害者福祉センター

デイサービス講座参加者を募集

4月からの

コ ミ ュニ テ ィ 広 場 で 楽し く 遊 び ま し ょ う

コミュニ ティ広場は 、お子さんと その保 護者が楽しく 遊び 、ふ れあいが 持てる 場所 です。

相談員が育 児情報 や遊 びの提 供もし てい ます。 また 、子育て の悩みについて 、相談 に応じ

てい ます。

開館…月～ 金曜日　4 ～9 月＝午前9 時～ 午後5 時 川O ～3 月＝午前9 時～ 午後4 灣30 分

圖 ふれあい22 （健康 福祉会 館）こ ども発 達センタ ー≫383 ―8111

ふれあい22

を開設します

市税の

夜間納付相談窓口

戸定歴史館の入館料が改定（値上げ）します

３
月
2
5日
図
は

の
投
票
日
で
す

心
身
医
学
シ
リ
ー
ズ
　
そ
の
十



消費税及び地方消費税の加算割合を改正
市では4月1日から、今まで3翫でいただいていた使用料などの消費税相当額を5 翫に改正

します。詳細についてはそれぞれの施設へお問い合わせください。

固財務本部企画管理室登366 ―7315

施設名 等 改正 する使用料手数料等の名 称 問い合 わせ先

文化会館 文化会館使用料（駐車場使用料は内税となります） 文化会館　S384-5050

市民センター 市民センター使用料 地域振興課 容366-73 汨他

市民会館 市民会館ｲ吏用料 市民会館　S368-123ﾜ

北山市民会館・斎場 北山市民会館使用料、斎場使用料（火葬料は非課税です） 北山市民会館昔38ﾜｰ5855

東部スポーツパーク 東部スポーツパーク（ｲ本育館 ・プ ール・テニスコート・野球場）※
東部クリ ーンセンタ ー

S391-0944

クリーンセンター クリーンセンター（ｲ本育室・温水プール・テニスコート）※
クリーンセンター

S385 一刀00

新松戸庭球場 新松戸庭球場（テニスコート）

スポーツ課 昔363-92.副

小金原体育館 小金原体育館（競技場 一会議室等）

常盤平体育館 常盤平体育館（競技場 一会議室等）

金ヶ作公圖庭球場 金ケ作公園（テニスコート）

松戸中央公園 松戸中央公園（テニスコート・プ ール）※

松戸運動公園 松戸運動公園(武道館・プール・野球場 一体育館・陸上競技場)※

栗ヶ沢公園庭球場 栗ケ沢公園（テニスコート・会議室）

柿ノ木台公園体育館 柿ノ木台公園体育館（競技場 一会議室等）

勤労会館 勤労会館使用料（ホール・会議室等）
商工観光課（勤労会館）

Q365-9666

女性センター 女性センター使用料 女性センターQ364-8778

林間学園 白樺加 奈荘使用料（日帰り 、宿泊） 学務課　　o366 一ﾜ457

市民劇場 市民劇場使用料（ホール・会議室等・付属設備及び 備品）
社会教育課（市民劇場）

Q368-00ﾜ0

文化ホール 文化ホール使用料（市民ギャラリー等）
社 会教育 課 （文化ホ ール）

S367 刃引 ０

松雲亭 松雲亭使用料（小間 一広間） 戸定歴史館O362-2050

矢切公民館 矢切公民館使用料（ホール・講座室・会議室） 公民館　　0368-1214

青少年会館
青少年会館及び青少年会館樋野口分館使用料（集会室・体育

室・トレーニング室等）
青少年会館S34 ∠卜8556

障害者福祉センター 障害者福祉センター使用料（ホール・会議室・研修室等） 健康福祉会館55383-0022

総合福祉会館 総合福祉会館使用料（会議室等）
高齢者福祉課 （総合福祉会

館）　　　S368 一回 ∠冂

健康増進センター
健康増進センター使用料（屋内指導室・栄養指導室）、健康増
進指導手数料 、再検査手数料

保健福祉課（健康増進セ
ンター）　S365-5588

夜間歯科診療所 休日土曜日夜閼歯科診療所（診断書・証明書等） 保ｲ建福祉課S366-7485

霊柩車 霊柩車使用料 北山会館　 昔3Bﾂｰ5855

白井聖地公園 白井聖地公園使用料（管理料）（永代使用料は非課税） 公園緑地課o366-'ﾜ380

北部市場・南部市場 市場使用料 消費生活課Q366-7329

公園施設の一時使用
物品の販売 、募金、写真･映画の撮影興行、競技会・集会等の
開催 、有料公園施設の使用 公園緑地課o366-'ﾜ380

公園施設の設置・管理 都市公園法第5条第2項による公園施設の設置 一管理

道路占用 市道路占用料（占用期間が一月未満の占用）※※ 道路維持課 登366-7358

公園占用 公園占用料（占用期間が一月未満の占用）※※ 公園緑地課 公366-'ﾜ380

下水道占用 下水道占用料（占用期間が一月未満の占用）※※ 下水道普及課o366-'ﾜ362

河川占用 準用河川占用料（占用期間が一月未満の占用）※※ 河川清流課o366 刀359

市営住宅駐車場 市営住宅駐車場使用料 住宅課　　53366-'ﾜ366

川井敏久

予算編成を終えて

こ
こ

数

年

に
も

増
し

て

大

変
に

厳

し

い
経

済

状
況

の

中
で

の
予

算

編

成

で
し

た

が

、
無
事

終

わ

り
、

松

戸
市

の
平
成
1
3
年

度
予

算

案

が

ま

と

ま
り

ま
し

た

。

一

般
会

計

で
一
千

百

十

一

億
六

千

万
円

、
前
年

度

比

∇

八
％

増

と

な

り
、

特

別
会

計

と
企

業

会
計

も

合
わ
せ

た
全
会

計
の
合

計
で

は
、

鳥取県で開催さ れたフォーラムで

二
千

百

七
十

億

八
千

二
百

十

四
万

一
千

円

、
前

年

度
比

一

・
七
％

増

の
予

算

案
と

な

り
ま

し

た
。

今

回

は

、
本

部
制

を
取

り

入

れ

た
新

た

な
組

織

で

の
初

め
て

の
予

算
編

成

で
し

た

。
ま

た

、
本

年

度

は
総
合

計
画

第
一
次

実
施
計
画
（
五

ヵ

年

計
両

）

の

中
間

年

次
に

当
た

る
こ

と

も

あ

っ
て

、
各

本
部

に

お

い
て

、

実
施

計
両

全

般

に
わ

た
り

見
直

し

を
行

っ
た
う
え

で

の
予
算

編
成

と

な
り

ま

し
た

。

こ

れ

ら

の
予
算

案

は
三

月

の
市

議
会

で
審

議

い
た

だ
く

わ
け

で

す

が

、
詳

細

に
つ

い
て

は

、
予

算

確

定
後

、

あ
ら

た

め
て

広

報
ま

つ

ど

で
お

知

ら
せ

し

ま

す
。

少
し

気

の

早

い
話

で

す

が
、
新

年

度
に

は
Ｉ

Ｔ

（
情

報
技

術

）
関

連

の
講

習
会

の
開
催

も
予

定
し
て

い
ま
す

の
で
、

多

く

の
皆

さ
ん

に
参

加
し

て

い
た

だ

け

れ

ば
と

思

っ
て

い
ま

す

。

と
こ

ろ
で

、

一
月

に

、
鳥
取

県

主

催
に

よ

る

「
交
流

と
地

域

づ
く

り

を
考
え

る

フ
ォ

ー

フ
ム
」

が
鳥

取

市

で

開
催

さ
れ

、
二
十

世

紀
梨

の

縁
か

ら
私

も

パ
ネ

リ

ス
ト

の
一

人
と
し

て
お
招

き
を
受

け
ま
し
た

。

フ

ォ

ー

フ
ム
終
了

後

、
同

じ

く

パ

ネ

リ
ス

ト
と

し

て
参

加

し
た

、
岡

山

県
岡

山
市

長

と
大

阪

府
池
田

市

長

と
Ｉ

Ｔ

関
連

に

つ

い
て

情

報
交

換

を
行

つ
こ

と

が
で

き

ま
し

た
。

両
市

長

と
も

、
イ

ン

タ

ー
ネ

ッ

ト

を
活

用
し

自

ら

の
情

報
を

広
く

公

開
し

、

開
か

れ

た
市

政

づ
く
り

を

進
め

て

い
ま

す

。
時
代

の
ニ

ー

ズ

や
新

し

い
ア

イ

デ
ア

を
先
取

り

す

る
こ

と

に
積

極

的
な
両

市
長

の

話

に

あ
ら

た
め

て
感

銘

を
受

け
ま

施設利用等にかかる消費税相当額が内税であるもの

施設名等 改正する使用料手数料等の名称(内税) 問い合わせ先

文化会館 駐車場使用料 文化会館　a38 ∠卜5050

東部スポーツパーク 東部スポーツパーク内プ ールの普通使用 東部クリー
ンセンター
s391-0944

クリーン センター クリーンセンター内プールの普通使用
クリーンセンター

S385-1ﾜ100

和名ケ谷スポーツ

センター

和名ヶ 谷 スポ ーツ セン タ ー専用 使用 料 、普 通使 用料 （体育 室 、

小体 育室 、温水プ ール ］ 谷室 、トレ ーニン グ室 、多目 的 ホー
ル 、カラ ォヶ 装置） 和名ヶ 谷ス ポー ツセン タ ー駐車 場使用 料

和名ヶ谷クリーンセンタ
ー（和名ヶ谷スポーツセ

ンター）　e391-5990

新松戸プ ール 新松戸プ ールの普通使用

スポーツ課Q363-92 副松戸中央公園 松戸中央公園内プ ールの普通使用

松戸運動公園 松戸運動公園内プ ールの普通使用

博物館 博物館観覧料 ↑餅勿館　　 音3B∠卜81印

戸定歴史館 戸定歴史館入館料、戸定邸入館料 戸定歴史館0362-2050

廃棄物処理 廃棄物処理手数料のうち粗大ごみ 環境業務課S366-7333

松戸駅西口地下駐車場 松戸駅西口地下駐車場使用料（回数滸車券 、定期駐車券含む）都市整備諜Q366-731ﾜ5

自転車駐車場 自転車駐車場使用料

自転車移送保管手数料
安全課　　0366-73' ∠囗

自転車移送保管

し

た

。

私

も

、
こ

の

「
市

長

室

・
発

」

を
通

じ
て

、
市

政
に

つ

い
て

の
考

え

方

や
動

き

な

ど
を

お
知

ら
せ

し

て

い
ま
す

が
、
月

一

回
で

は

伝
え

切

れ
な

い
感

が

あ
り

ま
し

た

。

そ

こ
で

、

イ

ン

タ
ー
ネ

ッ

ト

の

特

性

を
生

か

し

た
市

長
公

務
日

記

と
で

も

い

い
ま
し

ょ
う

か

、

私
か

参

加

し

た
行
事

や
市

役
所

で

の
出

来
事

な

ど
を
写

真

で

紹
介

す

る

ぺ

Ｌ

ン
を
市

の
ホ

ー
ム

ペ
Ｌ

ン
に
作

る
こ

と

に
し

ま
し

た

。
現

在

、
準

備
を

進

め
て

い
ま
す

が

、
間

も

な

く
公

開

で

き
る
予

定

で
す

。

今

後

も

、
市

民
と

行

政
と

の
よ

り
よ

い
パ

ー
ト

ナ

ー
シ

ッ

プ
が

築

け

る
よ
う

、
市

民
の

皆

さ

ん
と

の

ネ

ッ
ト

ワ

ー
ク

を
積

極
的

に

活
用

し

て

い
き
た

い
と

考
え

て

い
ま

す
。

消費税相当額を内税でいただいている使用料等については、戸定歴史館の料金改正（2ページ参

照）を除いては利用者からいただ＜料金の改正は行わない予定です。
※プールの普通使用は内税となります。
※※占用期間が一月を超える場合は非課税となります。

メ
ー
ル
に
来
し

美
語
の
俳
句

春

浅
き

市 民 の 皆 さ ん の 声 を 直 接 お 聞 き す る た

め 、 市 長 室 直 通 の フ ァ ク ス と 、市 長 専 用 の

メ ー ルボ ッ ク ス を 設 置 し て い ま す 。

市 政 に 関 し て 感 じ て い る こ と や 建 設 的 な

ご 意 見 を お 寄 せ く だ さ い( で き れ ば 、 連 絡

先 を お 書 き 添 え く だ さ い) 。

FAX 366-2301

メ ー ル ア ド レ ス

ｍａyｏrJTlatsｕdo ＠i冂tership.ne.  jp

(1月末現在の受信件数)フ ァクス705 件､メール4201牛

こちら

消費生活センター

Ｎ Ｏ｡ １０

ク

リ

ー

ニ

ン

グ

の

ト

ラ

ブ

ル

「
子

ど
も
の
コ
ー
ト
の
襟
に

穴
が
あ

い
て

い
た

の
で
取

次

店
に

申
し
出

た

が
、
返
事

を
も

ら
え

ず
困

っ
て

い
る
」

コ

ー
ト

を
持

っ
て
取
次

店
に
行

き
ま

し
た

が
、
本

社
で
検

討
す

る

と
言

わ
れ
ま

し
た

。
何
度

か
結

果

を
聞

き
に
行

き
ま

し
た

が
、
検

討

中
と

い
う
こ

と
で

、
な

か
な
か

返

事
を

し
て

く
れ
ま
せ

ん
。

（
相
談
者
　

五

十
歳
代

女
性
）

セ
ン
タ
ー
対
応

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
賠
償
基
準
に

つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。
返
事
を

な
か
な
か
し

て
く

れ
な
い

場
合
は
、
業

者
に
対
し
て

期
限
を
決
め

て
み
る
こ
と

も
必
要
と
助

言

し

ま

し

た

。

後
日

。

コ
ー
ト
代
金

を
弁
償
し
て

も
ら
っ
た
と

相
談

者
か
ら
報
告

が
あ
り

ま
し

た
。

相談事例・第9回

コートをクリーニングに出し

たら穴があいて戻された！

相談専用 昔３６５－６５６５

の
中
で
、
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
の
ト
ラ

ブ
ル
は
毎
年

多
く
な

っ
て
い
ま

す
。
原
因
は
、
山
襞
品
そ
の
も
の

の
問
題
②
便
卅
や
保
管
の
問
題
③

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
処
理
に
問
題
の

三
つ
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
ト
ラ
ブ

ル
の
未
然
防
止
策
と
し
て
、
ク
リ

ー
ニ
ン
グ
店
と
シ
ミ
等
の
確
認
を

す
る
、
ポ
ケ
ッ
ト
の
中
身
を
チ
ェ

ッ
ク
す
る
、
預
か
り
証
は
必
ず
保

管
す

る
、
仕
上
が
り
を
す
ぐ
確
認

し
て
ビ
ニ
ー
ル
か
ら
出
す
こ
と
な

ど
が
大
切
で
す
。

不
都
合
が
あ
っ
た
場
合
は
店
に

申
し
出
て
、
原
因
や
解
決
方
法
を

話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

全
国
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
環
境
衛
生

同
業
組
合
連

合

会

で
は

、

「

ク
リ

ー

ニ

ン
グ
事
故
賠

償
基
準
」
を

設
定
し
て
お

り
、
加
入
店

で
は
基
準
に

沿

っ
た
解
決

を
図
っ
て
い

ま
す
（
受
け

取

っ
て
か
ら

六
ヵ
月
以
内
に
申
し
出

る
）
。

詳
し
く
は
、
セ
ン
タ
ー
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

セ
ン
タ
ー
に
寄
せ
ら
れ
る
相
談

市長室・発
施設利用等にかかる消費税相当額が外税であるものNo.77

(月～金曜日、午前9時～午後4時)

こ んなところ

に穴が/　 ，

次
回
は
、
賃
貸
住
宅
の
敷
金
精

算
の
ト
ラ
ブ
ル
を
掲
載
し
ま
す
。

ア
ド
バ
イ
ス



留
守
家
庭
児

童
会

で
は
、
共
働

き
等
の
理
由
に

よ
り
、
昼
間
保
護

者
が

い
な

い
児

童
の
生
活
支
援
を

し
て

い
ま
す

。

放
課
後
の
時
間
、
友
達
と
仲
良
く
過
ご

し
ま
す
（
八
柱
学
童
保
育
所
）

学童保育所一覧表

対
象
・：
小
学

一
上

二
年

生

入
所

甲
し
込
み
：

蠢
學

童

保
育

臍
（
左

記

一
覧
表

参

照
）

に
お
問

い
合

わ
せ

く

だ

さ
い
。

※
各

学
童

保
育
所

の
場

所

に
つ

い
て

は
、つ
十
育

て

支
援
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
」

に
も
掲

載

さ
れ
て

い
ま

す

の
で
、

ご
覧
く

だ

さ

い
。

Ｃ
Ｒ
」
　
ｈ
ｔｔｐ
 
!
y

ｙ
w
w
w
.
i
n
ｔｅ
ｒｓ
ｈ
ｉｐ
ｊｉｅ
.

j
pぺ
~ ｃｈ
ｉｌｄｒ
ｅ
ｎ
ぺ

固

児
童

福
祉
課

家
庭
支

援
係

容
3
6
6
・

生き物に喜ばれる川を取り戻すために

過酷な築堤作業を、安全で楽し＜進めるために

工夫された利根川地固め作業と歌を再現し、20

世紀から21世紀へ伝えます。

歴史のまち関宿が生んだ現代演歌歌手とのジョ

イントコンサートをお楽しみください。

皆さんのお越しをお待ちしています。

川の歌コンサート
～先人 達は、こうして堤防 を築い てくれた～

名　　称 電　話 所　　在 関係小学校 定　員

○栗ヶ沢 344-44ﾜ2 小金原ﾜ の 把 栗ヶ 沢 40人

○小金 3∠川一0406 小金355 小金 ∠LO

杉の子会 362- ∠↓85ﾜ 稔台99 稔台、寒風台 60

常盤平 38ワー26ﾜ0 常盤平4 の11 の16 常盤平第一 一第二､金ケ作 60

○上本郷 365-32ﾜ6 上本郷3620 上本郷 40

○小金原 345-0401 小金原8 の10 貝の花 40

○根木内 345-0454 小金原2 の3 根木内 40

馬橋 344-9681 西馬橋相川町 糒3 馬橋、馬橋北、小金北 40

胡録台 365-9200 松戸新田 迅8 の1 梠ヶ丘 、和名ヶ谷 仞

高塚 391-4ﾜ58 高塚新田500 の8 梨香台 、東部 40

○古ヶ畸 3引-1842 古ヶ崎4 の3620 の1 古ケ畸 匐

○牧の原 384-4553 牧の原435 の1 牧野原 40

○寒風台わんぱく 363-8400 松戸新田3 拓の25 寒風台 40

○たんぽぽ 36ﾂｰﾂ232 二十世紀が丘柿の木町111 柿ノ木台 ∠↓0

新松戸 344-9ﾜ96 新松戸4 の24ﾜ 新松戸南、馬橋北 ∠10

○小金北 3∠14-9ﾜ35 殿平賀270 小金北、殿平賀 40

八柱 392-5420 日暮4の5の3 河原塚 60

大橋ありのみ 391-2 引 ワ 二十世紀が丘丸山町86 大橋 40

○五香六実ひまわり 38∠1-0206 六高台4 の131 六実､ 六実第二､ 六実第三 ∠↓0

新松戸おかしあ 344-21 ∠囗 新松戸ﾜ の3ﾜ5 新松戸北、新松戸西 40

相模台 362-8604 松戸2284 の1 相模台 ∠↓0

○松飛台 38ワー69ﾜ9 五香西4 の22 の1 松飛台 、松飛台第二 40

八ヶ畸 345-9322 八ヶ 綺ﾜの38 の12 八ヶ 畸 40

○横須賀 345-6164 新松戸北2の13 の1 横須賀 ∠↓0

ニツ木 3∠11―8423 ニツ木12ﾜO の1 八ヶ 畸第二 40

○南部なかよし 365-1ﾜﾜ1 小山 膕8 南部 40

常盤平風の子 388-ﾌﾜ2 ∠|常盤平西窪町8の26 常盤平第三､ 牧野原､稔台 40

○松戸中央 363 一司10 根本21ﾜ 北部、中部、古ヶ崎南 40

○高木 389 ―5656 金ケ作120 高木 40

○ひまわり第二 385-56ﾜ0 五香4の18の1 高木第二、六実第三 40

○旭どんぐり 348-3061 旭町1の20 の2 旭町 ∠↓0

上本郷第二 368-8162 上本郷3318 上本郷第二 40

∩ や滯り 368-9036 巾旻切540 矢切 司

日時…3 月４日経 午後1時 開演 （午後○時30 分開場）

会場…市民劇 場

出演…利 根地固 め唄保存会 、演歌歌手 ・半田浩二

費用…500 円 （高校生以下無 料）

※お楽し み抽 選会あ り

周 川いい会 ・武本≪345-1818
利根地固め唄保存会の皆さんによる石ダコ打ち

固市民相談課S366-7319外国人のための相談窓口
｢日常生 活の悩 み をお国言 葉で スム ーズに相談 しよう｣ と、市内在 住の外 国人 のた めの相

談窓口 を開 設し てい ます。皆 さんの お近 くに困 ってい る人 がい まし た ら、 ぜひ教 えて あげて

く ださい。

なお、相 談日に は電 話 による相談 もで きます。

相 談専用電 話登366-1162

相談日毎 月第2 ・4火曜日( 祝日 を除 く)、午 前9 時～正 午　 会場 市役 所本 館2 階相 談コ ーナ ー

相談内 容日 常生活 にお ける諸問 題　 取扱言語 英語 ・中国 語・ ポル トガル語 ・スペ イン語　 費

用無 料

Date Every 2nd and 4th Tuesday(In the case of a national holiday, we have no service.)
We  accept telephone inquiry as well. 昔366 －1162

Time 9:00a 皿 ～noon

Place Matsudo City HaJl( “Soudan  corner” ）

Language English,Chinese,Portuguese and Spanish are available.

CI?∂x!７ｅ Free

Inquiry “Shimin  soudan  ka”

※○印は学校敷地内、○印は学校余裕教室

奈関係小学校とは、各学童保育所へ入所している 児童が通学している小学校です（ほ

かの小学校からの入所も可能）。

『
既
存
宅
地
』
確
認
制
度
が

廃
止
さ
れ
ま
す

「
都
市

計
画
法

及

び
建
築
基

準
法

の
一
部

を
改
正

す
る
法

律
」

が
、
平

成
1
2
年
５

月
1
9日

に
公

布

さ
れ
ま
し

た

。
こ

の
法
律

の
施
行

日

は
、
公

布

の
日

か

ら
起
算

し
て

一
年
以
内

に
政

令
で
定

め
る
日
と

さ
れ
て

い
ま

す
が
、

平

成
1
3年

２
月
1
5囗
現
在

未
定
で

す
。

▼

市

街

化

調

整

区

域

内
「

既

存

宅

地

確

認

制

度

」

が

廃

止

法

律

が
施
行

さ
れ
ま

す
と
、
市

街

化

調
整
区

域
内

に
お

け
る

既
存

宅
地

の
確
認

制
度

（
都
市

計
画
法
第
四

三

条

第
一
項

第
六

号

の
規
定
）

は
廃
止

さ
れ
ま

す
。

既

存

宅
地

の
確

認

に

つ
い
て

は
、

法

律

の
施
行
口
‥
の
前
日

ま
で

に
申
請

を
行

ケ

必
要

が
あ
り

ま
す

の
で
ご
注

意
く

だ
さ

い
。

▼
経

過

措

置

に

つ

い

て

法

律
の
施

行
凵

の
前
日

ま
で

に
既

存

宅
地

の
確

認
を
受
け
た
土
地

で
は
、

経
過

措
置
と

し
て

「
自
己

の
居

住
ま

た

は
自

己

の
業
務

用
に

供
す

る
建

築

物
」

に
つ

い
て

は
、
施

行
囗

か
ら
起

算
し

て
五
年

以
内

に
限

り
建

築
確
認

を
受

け
て
建

築
物

を
建

築
す

る
こ
と

が
で

き
ま

す

（
五

年
以
内

に
建

築
行

為
に

関
す

る
工
事

に
着

手
し
て

い
る

必
要

が
あ
け

ま
す

）
。

ま

た
、
法

律

の
施
行
日

の
前

日
ま

で
に

既
存
宅

地

の
確
認

申
請

が
な

さ

れ
、

施
行
日

以
後

に
確

認
を
受

け
た

土
地

に
つ

い
て

は
、
当

該
確
認

の
日

か

ら
起

算

し

て
五

年

以
内

に
限

り

、

新入園児を

再募集します

入

園
資

格
：
市

内

に
住
所

が
あ
り

、

平

成
７

年
４

月
２
日

～
８

年
４

月

１

日

の
間

に
生
ま

れ
た
幼
児

保
育
期
間
：
二

年

受

付

錫
即
：
中

部
小

学
校

附
属

幼

稚
園

（
松
戸
二

〇
六

二
）

持
ち
物
・
：
該
当

す

る
幼
児

の
住

民

票

一
通

と
印

鑑

費
用
…

制
服

・
帽
子

代

等

＝
約

一

万

円

、
入

園
料

上

二
千
円

（
入

園

時
）
、
保

育
料

＝
六
千
円

（
毎
月
）

給
食
費

・
絵

本
代

等

＝
約
四
千

円

（
毎

月
）

※
入
園

面

接
の
日
程

に

つ

い
て

は

受

け
付

け
の
と

き
に

お
知
ら
せ

し
ま

す

。

國

学
務
課
管
理

係

登
3
6
6
・
７
４

５

７

、
中

部
小

学

校
附
属

幼
稚

園

昔

3
6
3
・
2
5
6
9

既 存 宅 地 確 認 制 度 と は

●市街化調整区域は、市街化を抑制する

地域に指定さ れ、原則開発行為や建築物

が建築できない地域ですが､ その特例の

一つに｢既存宅地確認制度｣ があります。

●｢ 既存宅地確認制度｣ とは､ 市街化区域

と一体的な日常生活圏を構成する一定規

模以上の集落内にあり 、かつ、市街化調

整区域とさ れた際 、既に宅地となってい

た土地であった場合に建築物の用途 、形

態の制限を受けて建築できる制度です。

建

築
確

認
を
受

け
て

建
築

物
を

建
築

す

る
こ

と

が
で

き
ま

す
。

※
「
自
己

の
居

住
用

ま
た

は
自
己

の

業
務
用

に
供

す

る
建
築

物
」
と
は

、

申
請

者
と
建

築
物

の
使
用

者

が
同

一
で

あ
る
場

合
を

い

い
、
共
同

住

宅
、

分
譲
住

宅

、
貸
事

務
所

な
ど

は
該
当

し
ま
せ

ん
。

「
非

自
己
用

」
等

詳
細

に
つ

い
て

は
お
問

い
合
わ
せ

く
だ

さ
い
。

圖

住
宅
課

宅
地
係

昔
巓
・
7
3
6
6

教
百

否

貝
会
会
議
を
開

催

３
月
５
日
⑧
午
後
２
時
か
ら
　
会

場

只
葉
ガ
ス
Ｆ
松
戸
ビ
ル
五
階
会
議

室※
傍
聴
で
き
ま
す
。
議
案
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

固
教
育

青
貝
会
企
画
管
理
室

昔
3
6
6
・

建

築
物

防

災

週
間

中

、

防

災

査

察

を

行

い

ま
す

３
月
１
日
困
～
７
日
水
は
建
築
物

防
災
週
間
で
す
。

期
間
中
、
市
で
は
病
院
・
デ
パ
ー

ト

ー
ホ
テ
ル
・
学
校
等
の
特
殊
建
築

物
を
対
象
に
、
防
災
査
察
や
建
築
物

の
窓
ガ
ラ
ス
・
外
壁
等
の
落
下
調
査

を
行
い
ま
す
。

安
全
な
街
づ
く
り
の
た
め
、
皆
さ

ん
の
ご
協
万

を
お
願

い
し
ま
す
。

圖
建
築
指
導
課
指
導
係

昔
3
6
6
・
７
３

平
成

１３
年

度
の
雑

草
刈

り
取
り
指

定
業
者
を
募

集

指
定
を
希
望
す
る
業
者
は
３
月
７

日
團
ｔ

で
に
電
話
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

腮

保
境
保
全
課
環
境
衛
生
係

登
3
6
6
・

平

成
1
3
年

度

固

定

資

産

課

税

台

帳

の

縦

覧

期

間
３
月

１
囗

團
～
2
1
日

團
午
前

８
時
3
0
分

～
午

後
５
時

（
土

・
日
曜

日

、
祝
日

を
除

ぐ
）
　

会
場

固
定
資

産
税

課

（
市

役
所

新
館
二

階
）

※
平

成
Ｂ
年

度

の
固
定
資

産
（
宅

地
）

の
評
価

額
に

つ
い
て

は
、
最

近

の

地

価
下

落
傾
向

を
反

映
さ
せ

修
正

を
行

つ
柔

疋
で

す

の
で
、

固
定
資

産

課
税

台
帳

に
登
録

さ
れ
た

内
容

を
ご
確

認
く

だ
さ

い
。

固
固
定

資

産
税
課

管
理

係

昔
3
6
6
・
７

母
子
・
父
子
家
庭
等
児
童
に
入
学
・
就
職
祝
金
を
支
給
し
ま
す

こ
の
４
月
に
、
小
・
中
学
校
と
高

等
学
校
（
各
種
学
校
等
含
む
）
に
入

学
す
る
児
童
な
ら
び
に
中
学
校
を
卒

業
し

て
就
職
す
る
児
童

の
い
る
母

子
・
父
子
家
庭
等
に
お
祝
い
金
を
支

給
し
ま
す
。

対
象
３
月
Ｉ
ロ
現
在
、
市
内
に
住

所
が
あ
り
、
引
き
続
き
居
住
見
込
み

の
ほ
子
・
父
子
家
庭
等
　
支
給
額
児

童
一
人
に
つ
き
入
学

＝
八
千
円
、
就

職

＝
七
千
円

必
要
晝

貍

燹
山
高

等

学
校
入
学
は
入
学
許
可
証
等
の
写
し

②
就
職
は
採
用

（
内
定
）
通
知
書
の

写
し
③
ふ
月
１
日
以
降
の
住
民
票

汞

族
全
員
の
載
っ
た
も
の
で
続
柄
の
分

か
る
も
の
、
た
だ
し
母
子
家
庭
に
つ

い
て
は
、
母
子
福
祉
推
進
員
を
経
由

し
て
申
請
す
る
場
合
は
不
要
）
④
印

鑑
⑤
扶
養
者
名
義
の
通
帳
（
郵
便
局

は
除
ぐ
）

圃
３
月
１
日
水
～
Ｈ
日
水
の
間

に
、

児
童
福
祉
課
（
昔
3
6
6
7
3
4
7）
の

窓
口
へ
（
母
子
家
庭
に
つ
い
て
は
母

子
福
祉
推
進
員
経
由
で
も
可
）

松
戸
市
退
職
金
共
済
掛
金
助
成
制
度
に
つ
い
て

従
業
員

に
と

っ
て
「
退
職

金
」
は
、

退

職
後

の
生
活

を
支
え

て

い
く
た

め

の
大
き

な
柱

の
ひ
と

つ
と
な

っ
て

い

ま

す
。
ま

た

、
退

職
金

制
度

が
あ

る

こ

と
は

、
企
業

に
と

っ
て
優

秀
な
人

材

の
確
保

や
従

業
員

の
労
働

意
欲

を

高

め
る
た
め
に
祕
重

要

な
こ
と

で
す
。

こ
の

た
め

、
市

で

は
、
中
小

企

業

退
職

金
共

済
、
特

定
退

職
金
共

済
に

加
入

し

て

い
る
事

業

主

に
対

し

て

、

共
済

掛
金

の
一
部

を
助

成
し
て

い
ま

す
。助

成

の
条

件
等

制
度

の
詳

細
は
お

問

い
合
わ
せ

く
だ

さ

い
。

固
商
工

観

光
課
労

政
係

登
3
6
6
・
７
３

留
守
家
庭
児
童
会

（
学
童
保
育
所
）
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

ご利用ください

市立中部小学校

附属幼稚園

平成13年度



4 月から

5分別から8分別

へ
市では容器包装リサイクル法、家電リサイク

ル法の施行に伴ってご みの分別を現在の5 分別か

ら8 分別に変更し 、より一層のリサイクル体制を

築きます。

あと1ヵ月ほどで、新しいごみの出し方が始ま

ります。ぜひ、新しいごみの分け方を試され、４

月から スムーズにご みが出せるようご準備いた

だきたいと思います。

固環境計画課公366-5382

チラシ・看板の配布については、環境業務課S366-

7333 へ

チラシの配布は3月5日の新聞折り込みで

新しい「家庭ごみの分け方・出し方」のチラシを3月5日

に皆さんのご家庭に新聞折り込みで配布します。

ペットボトルの拠点協力店舗や「陶磁器・ガラスなど

のごみの日」についても、そのチラシに詳しく掲載しま

すので、大切に保管し、ごみを分けたり出したりする時

に参考にしてください。

｢ごみ集積所の看板｣ の配布場所および日時

分別変更に伴い、家庭ごみ集積所に設置している｢ ご

み集積所(家庭ごみの分け方・出し方) の看板｣が変更(取

替え) になります。

なお､ 看板を設置していない場所は､従前のままとなり

ます。各町会・自治会で取替え枚数を把握の上、分別看

板および分別シールを下記の日程のとおり配布します。

期　日 時　間 会　　 場

3/3

(土)

午前10時

～午後4時

市役所（地下1階守衛室横）

常盤平支所（支所正面玄 関待合室）

小　金支所（支所正面玄関待合室）

矢　切支所（支所正面玄関待合室）

3/10

(土)

午前10 時

～ 午後4時

市役所（地下1階守衛室横）

小金原支所（支所正面玄関待合室）

新松戸支所（支所正面玄関待合室）

東　部支所（支所正面玄関待合室）

3/11

(日)

午前10時

～ 午後4時

市役所（地下1階守衛室横）

馬　椣 支所（支所正面玄関待合室）

六　実支所（別館1 階集団指導室）

平成13年度 家庭ごみの分け方・出し方

ごみに関するホームページを開設しています。

新しい分別の情報やごみ出しカレンダー、質疑応答な

ども見ることができます。市のホームページ「環境のペ

ージ」をご覧ください。

● 事 業 者 の 方も8 分 別 に ご 協 力を

事 業者の 皆さ んもご みの8 分 別にご協 力く ださい。

ご みの 分 け方 は原 則、 家庭 ご み と同 じ です。 ただ し、

事業 活動 に伴 っ て出 され た「有害 ご み」「ペ ッ トボ トル」

は市 の施 設 には搬 入で きま せん ので、 自己 の責任 にお い

て適正 に処理 して くだ さい。

● 事 業 系ご み は 家 庭ご み 集 積所 に出 せ ま せん ！

平 成12 年 の10 月1 日 から 、事業 活 動に伴 っ て出 たご み

は、一切 、家庭 ご み集 積所 に出 せな くなっ てい ます。ご

自 分で市 の処 理施 設に 搬入 したり 、廃棄 物 の収集 運搬 の

許可 を受 け た業 者 に委 託 するな ど、適正 に処 理 してく だ

さい。

集積所 に出 すご み 分 類 お よ び 対 象 品 目

燃 や せ る ご み

毎 週3 回

月の内1 回は｢ 陶磁器･ｶﾞﾗｽなどのごみ｣

の日になります

膀 の生ご励《紙〈 荀 欟 他 吋 の他》

熱 水 匹 白 子
夕:m

未満)

生ごみ　　　　　紙くず･紙おむつ･生理用品など　　　　　　　　　　　　
等　　　　　　　。　枝

などはひもで縛ってください。

陶 磁 器 ・ ｶﾞﾗｽ な ど の ご み

毎 月1 回　　　　　

〈陶磁器･ 瀬戸物類》〈 ｶﾞﾗｽ 類》《大きな ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ 製品類》《その他》　※50cm以上のものは粗大ごみになります。

冒　 雪 で昌 詐/
衣 塾 荷

ダ
ご 綰

暼

鵬

訟 島
魚ﾉﾆ

－　

止 几
回 謡 で

。

習

白 白o ゛g;1淙 よｸ 自

ﾘｻｲｸﾙ す る ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ

(容 器 包 装 ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ)

毎 週1 回

商 品 の 容 器 や 包 装 に 使 わ れ て い る プ ラ ス チ ッ ク製 の も の が 対 象 に な り ま す 。

(ただし 、汚れが付着しているものは｢ その他のプラスチックなどのごみ｣ になります)

《ポリ袋･ ラップ類)《トレー･ ﾊﾟｯｸ 類》《ｶｯ ﾌﾟ･ 容器類》《ﾎﾞﾄﾙ･ﾁｭｰ ﾌﾞ類》《ｷｬｯ ﾌ 類゚》《発泡ｽﾁﾛｰﾙ 類》

込

丿 鯲　　4

にﾌ　　

碵 鈩　　　 叺
池　　　 ｇ ぃにし７　　　　

．。

レジ袋･ ラップなど　　　 カップ･ トレーなど
㎜　　　　

ペットボトルなどのキャップ　
ｓ ゛゛ ゛[=

》

言

m　　　　　　 楠 鏖　　　　　 丿　　　　 舗　　 訃 昌 訟

調味料などの容器　　　　　　　洗剤などの容器　　　　シャンプーなどの容器　　お菓子などの袋　　せん。

そ の 他 の プ ラ ス チ ッ ク

な ど の ご み

毎 週1 回

プラスチック製品( 文具や日用品などそれ自体を利用するもの) とゴム類・合成皮革製品などが対象になります。

(｢リサイクルするプラスチック｣ のうち汚れが付着しているもの)　　　　　 ※3(
〕cm以上の大きなプラスチックごみは

《文具・がん具・趣味用品・日用品などのプラスチック》《ゴム類･ 合成皮革》　　　　　　｢ 陶磁器･ガラスなどのごみ｣に出してください。

毎 仏　1ｸ　
回

書　 抖 づ
ら

尹 丶丶　　 露
４　

洗直乳ｿ ｽﾞ作 諮=尸) ゴA 類 合゚成皮革製品
ﾋﾞﾆｰJﾚ袋･ ﾎﾟ･yWT ｼ 袋゙7出u7 く

プラスチック ビニール製品類　　　　　(30cm 未満のもの)　　　　　　　　　　　　　ださい｡黒ﾋﾞﾆｰﾙ 袋では出せません。

資 源 ご み

毎 週1 回　

《紙類》《布類》〈ビン ・缶類》(化粧品 用の ﾋﾞﾝ を除く)《金属類》　　　　　　　　　　　　　　 ※集団回収には今までどおり出せます.

1、　　　　　　　　　　　　　　'　　　　　S'　･

齶
て　

⇒

ﾀﾞ ≧

，､｡

他

。

屬
臨　

，
ず づ

ッ　　
。，　　 自転車 は｢資源ごみ｣ と

ビン類(化粧品用のビンを除く) 缶類ｽ ﾌﾟﾚｰ 缶　 やかん・なべなどの金属類　 昌 苣 剽 悍ﾔ 訌　 書いて出してください。

-､ ＿　　　　‘　　　　　　　　　　　 。　　　　　　　　　　　　　 ニール袋では出せません。　　
鱒　

衣類j11§|謳1　　 廖　　
驂　　4

輟111!i
゛　　　

ゆ

牛乳パック　　　　　　　　　　　※　もで縛るか、ビニ-ﾉﾚ

段ﾎﾞｰﾙ　　 新聞･ チラシ　　雑笳･ 本　 紙箱(菓子箱など)　 ※洗って乾かし、切り開いて10枚以上　　　 袋に｢ 古着｣ と書いて出

※紙は種類ご とにひもで縛って出してく ださい。　　　　　　　　 にしてひもで縛って出してください。　　 してください。

有 害 ご み

毎 週1 回

〈乾電池》〈蛍光灯》〈体温計》　　　　　　　　　　　　　　　　
ビニ‾ﾙ袋' ポリ袋 レ゙ジ袋で出して　　　　　　　－　ｊ

鯵　 に
二

厂 ｸﾞ 以 万弖≒ﾚ

袋白ょ出せ圭せ糺　　　　　｢

昌

ごみ

集積所 に出さ ないご み 分 類 お よ び 対 象 品 目

ペ ッ ト ボ ト ル

協 力 店 舗 に て 回 収

飲 料 用 ・ し よ う ゆ ・ お 酒 ・ み り ん の ペ ッ ト ボ ト ル が 対 象 で す 。　　　ｷｬｯ ﾌ ぱ｢ﾘｻｨｸﾉﾚ するﾌﾟﾗｭﾁｯｸ｣ に糺 でくださいo

上記以外 のペット ボト ルは｢ リ サイクル するプ ラスチ ック｣ に出し てく ださ い。

H　y　 畄
ヽ&　　

ぞ

①キャップを取る　　　　 ②中をすすぐ　　　　　　　 ③つぶす　　　　　　PET　　　 協力店舗の回収ボッ クスに入れてください。

粗 大ご み

戸別収集
電話申し込み先　

粗大ご み受付センター
登391  ―0007 ・ エアコ ン・冷蔵 庫

ごみの分け方・出し方が変わります

ごみに関するホームページを開設

事業者の皆さんへ



情報

チャンネル
※タイトルが色刷りのものは、市等の主催です

講
座
・
講
演

［
］
災

害
救

援

ボ
ラ

ン

テ

ィ

ア

講

座
４
月
1
0日
㈹
・
捐
日
収
・
1
3日
㈹

〔
全
三
回
〕
午
前
９
時
～

午
後
５

時

会
場
千
葉
県
中
央
防
災
セ
ン
タ
ー

宇

葉
市
）
　
内
容
災
害
模
擬
体
験
、
応

急
手
当
（
上

級

）
、

情
報

収
集
・
伝
達

と
避
難
誘
導

ぽ
か
　
対
象

県
内
在
住
・

在
勤
の
人

定
員
先
着
四

十
人
　
費
用

九
千
九

百
円

、
学
生
三
千

三
百
円
（
教

材

費

・
保
険

料
）

※
講
座

終
了

後

、
成

果
確

認
者
に

は

セ

ー
フ
テ

ィ
リ

ー
ダ

ー
お
よ
び

上

級
救

命
技

能
認
定

証
を

交
付

圃

電
話
で

災
害
救

援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア

推

進

委
員

会

昔
0
3・
３

５
８

４

・
４

０

８
石

（
土

・
日
曜

日

、
祝
日

を
除

く

午
前
1
0
時
～

午
後
５

時
）
へ

口
地
域
教
育
セ
ミ
ナ
ー
「
子
ど

も
た
ち
の
危
機
と
地
域
に
つ
い

て
考
え
る
」

讖

電
話
で
青
少
年
会
館

公
3
4
4
・
8
5

5
6
へ

［
］
初

め
て

の

人

の

た

め
の

屋

外

ス
ケ

ッ

チ

入

門

講

座

３
月
１
囗
～
2
9日
の
毎
週
木
曜
日

呈

五
回
〕
午
前
1
0時
～
正
午
　
会
場

市
民
劇
場
ほ
か
　
内
容
基
礎
講
座
と

屋
外
ス
ケ
ッ
チ
実
践
　
費
用
三
千
円

圃

初
日
に
市
民
劇
場
で

圖

グ
ル
ー
プ
Ｋ

・
佐
藤
四
3
8
5
6
7

9
3

［
］
歴

史

民

俗

博

物

館
講

演

会

３
月
1
0日
出
午
後
１

時
3
0分
～
３

時
3
0分
　
会
場
国
立
歴
史
民
俗
博
物

館
（
佐
倉
市
）
　

内
容
古
地
図
の
中

の
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
　
講
師
歴
史
民

俗
博
物
館
歴
史
研
究
部
助
教
授
・
青

山
宏
夫
氏
　
定
員
当
日
先
着
二
百
六

十
人
　

費
用
無
料

圖

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
暦

不
課
展

示
広
報
係

Ｓ
ヤ

サ
0
1
2
3

「
」
社

交

ダ

ン

ス

初
級

講

習

会

２
月
2
7日
～
４
月
2
5日
の
毎
週
火

・
水
曜
日

〔
全
十
八
口
〕
正
午
～
午

後
２
時
　
会
場
勤
労
会
館
　
内
容
社

交
ダ
ン
ス
の
基
礎
か
ら
　
費
用
一
回

五
百
円

固
ニ
ュ
ー
ダ
ン
シ
ン
グ
サ
ー
ク
ル
・

渡
部
昔
3
6
2
・
5
6
4
4

「
」
社

交

ダ

ン

ス
中

級

講
習

会

３
月
２
日
～
４
月
2
9日
の
毎
週
金

曜
日

〔
全
八
回
〕
午
後
ワ
時
～
９
時

会
場
柿
ノ
本
台
公
園
体
育
館
　
内
容

ル
ン
バ

ー
ク
イ
ッ
ク
ス
テ
ッ
プ
　
対

象
中
級
者
・
初
心
者
　
費
用
六
千
円

固

ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
い
ち
ご
・
長
峰

公
3
6
5
1
8
4
9
0（
夜
間
の
み
）

［
］
健
康

住
宅

を

考
え

る
講

演

３
月
３
日
田
午
後
１

時
3
0分
～
４

時
3
0分
　
会
場
松
戸
地
域
職
業
訓
練

セ
ン
タ
ー
（
テ
ク
ノ
司

小
金
回

の
一
九
の
三
）
　
内
容
シ
ッ
ク
ハ
ウ

ス
症
候
群
と
そ
の
予
防
　
講
師
日
本

建
築
仕
上
工
業
協
会

・
小
俣
一
夫
氏

定
員
当
日
先
着
二
百
人
　
費
用
無
料

圖
千
葉
県
左
官
業
組
合
連
合
会

二
局

橋

公
3
9
1
・
2
3
3
2

容

舞

・
囃
子

（
は

や
し

）
　・
歌
謡
か

ら

な

る
演
劇

「
能

」
の

舞
と

歌
謡
の

部
分

を
体

験
　

定

員
各

回
先

着
七
人

持
ち

物
筆

記
用
具
　

費
用

無

料

圃

電

話
で

松
戸

謡
曲
連
盟

・
宅
島

登

3
6
7
・
4
5
5
0

（
夜
間

の
み

）
へ

［
］
松

戸

ボ

タ

ニ

カ

ル

ー
ア

ー

ト

（
植

物

細

密

画

）

入

門

講

座

３

月

纐
日

収
・
2
6日

㈲
・
2
8日
収

、

４
Ｒ

囗
日

収

〔
全

四
回

〕
午

前
1
0
時

～

正

午
　

会
場
女

性
セ
ン

タ
ー
ゆ

う

ま
つ
ど
　

定
員
先

着
十

五
人
　

費
用

七
千

円

（
花

代

・
用
紙
代

を

含
む
）

圃

電
話
で
川
端

登
伺

・
8
4
0
9

（
夜

間
の
み

）
へ

［

］
フ

ォ

ー

ク

ダ

ン

ス

初

心

者

講

習

会３

月
ワ

日
～
2
8
日

の
毎
週

水
曜
日

〔
全

四

回

〕

午
前
1
0
時
～

１１

時
3
0
分

会
場

二
十

世
紀

が
丘
市

民
セ
ン

タ

ー

内

容
世

界
の
い

ろ
い
ろ

な

フ
ォ
ー

ク

ダ
ン

ス
と

基
礎
　

費
用

千
五

百
円

崇
運
動
し

や
す

い
服

装
で

圖

二

十
世

紀
が
丘
Ｆ

・
Ｄ

・
赤
い

ク

ツ

・
岩
本

昔
3
6
4・
4
8
9
1

［
］
ア

メ
リ

カ
ン

ス

ク
エ

ア

ダ
ン

ス

初
心

者

講

習

会

３
月
ワ
日
～
６
月
2
7日
の
毎
週
水

曜
日

〔
全
十
七
回
〕
午
後
１
時
3
0分

～
４
時
　
会
場
馬
榲
市
民
セ
ン
タ
ー

ほ
か
　
内
容
カ
ン
ト
リ
ー
ウ
エ
ス
タ

ン
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
で
踊
る
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
ダ
ン
ス
　
費
用
一
回
四
百

円※
中
高
年
者
歓
迎

固

松
戸
フ
レ
ン
ド
ス
ク
エ
ア
ダ
ン
ス

ク
ラ
ブ
・
寺
田

公
3
8
6
・
6
1
3
2

松戸地域職業訓練センター（テクノ21)講座

3月29 日困・30 日脚、４月３日㈲～6日脚の中の希

望する１日、各午前9時45 分～正午　会場市立博物館

実習室　内容使い古した木綿布を細＜裂いて横糸に

使用する裂き織り体験　対象小・中学生　定員各回

先着2人　持ち物30cm 四方程度の木綿布　費用無料

匣2 月25日(日)午前10 時から、電話で市立博物館体験

教室係S384-8272 へ昨年の体験教室から

講 座 名 日　　 ㈲ 定員／費用

ワー

プ
ロ
，

パ
ソ
コ
ン
講
座

初めてのWindows 講座

①3/ 1 困 ・2 ㈲・8 ㈹・9 ㈲・15 ㈲・

16 銜 ・22 休)・23 廊　　　　　 午前

②3/ 5 剛 ・6 ㈹・7 ㈲・8(木)・12 ㈲)・

13 ㈹ ・14 ㈲・15 困　　　　　 午後

吝9人

24,000 円

(20,000 円)

Word を使った文書作成講座 3/ 5 ㈲)・6 ㈲・12(H)・13 ㈹　　　 午前
8人パ2,000 円

(10,000 円)

Excels 使った表計算講座 3/27(火卜30 銜　　　　　　　　　 午前
8人

12,000 円

女性向けパソコン講座

(Word 実践講座)
3/17 圉･24 圉　　　　　　　　 土曜

9人

12,000 円

※午前=午前9時30 分～午後O時30 分、午後=午後1時30分～4 時30分

土曜=午前9時30 分～午後4時30 分、

高齢者向けパソコン講座

パソコンを使つてみよう

(対象60歳以上の人)

3/ 1 ㈲・2銜　　　　　　　　　　　　　　　6 人

午後1時30 分～4 時　ﾜ,000 円

マッキントッシュパソコン講座

初心者入門講座

3/21W ・22(㈹・28㈲・29困　　　　　　　　5 人

午後1時30 分～4 時　 售,000 円

※費用のうち（　）内は当会員事業所・当団体会員メンバーの場合です。

※受け付け開始時間に定員を超えた場合は抽選となります。
圃2月26 囗（月）午前9時から直接､松戸地域職業訓練センター（小金原1の19 の3e349-

3200) 窓口へ

健
　
康

「

」
骨

髄

バ

ン

ク

「

休

日

の

ド

ナ

ー

登

録

集

団

説

明

会

・

登

録

採

血

（
予

約

制

）
」

３

月
４

日
日

午

前
1
0時
～

午

後
３

時
　

会

場
千

葉
県

香
取
保

健
所

（
佐

原
市

）

圃

電
話
で
千

葉
県

健
康
福

祉
部
薬
務

課

昔
0
4
3
・
2
2
3・
２
６

１
８

、
討
骨

髄

移
植
推

進
財

団
一
｀
０
１
２

０

・
伺

・

汗【
】
酒

の

悩

み

ご

と

相

談

・

酒

害

家

族

教

室

・
３

月
１

日

困

・
巧

日

㈲

、
相

談
＝

午
後
１

時
3
0
分
～
２

時
3
0
分

、
教
室

＝

午
後
３

時
～
４

時
3
0分
　

会

場
松

戸

保

健
所
　

内

容
①
相

談
＝
ア

ル
コ

ー
ル

の

飲
み

方
に
心

配

の
あ

る
人
ま

た

そ
の

家
族

に

、
専
門
医

師

・
精
神

保
健
福

祉
相

談
員

・
保

健
婦

が
相
談

に

の

る
②

教
室
＝
ア

ル
コ

ー
ル

依

存

症

者

を
抱
え

る
家

族
同
士

の
勉

強
と

話
し
合

い
の
場
　

費
用

無
料

※
予
約

制

圃

電

話
で

松
戸
保

健
所
精

神
保
健

福

祉
課

昔
3
6
1
・
2
1
2
1

へ

柿
ノ
木
台
公
園
体
育
館
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
機
器
操
作
講
習
会

３

月
４
日

員

・
2
5日

○

午
前
1
0
時

～

正

午

、
押
日

出
午

後
６

時
～

８

時

会
場

柿
ノ
木

台
公

園

体
育

館
ト

レ

ー

ニ
ン

グ
室
　

対
象

十
六

歳
以

上
の

人

持
ち

物

運
動

着

・
上

履
き
　

費
用

無

料圃

当

日
会

場
で

固

ス
ポ

ー
ツ

課

登
3
6
3
・
9
2
4
1

【

】
山

ス

キ

ー

教

室

３

月
1
0日

出

午
後
８

時
伊

勢
丹

松

戸
店

前
集

合

、
１１

日

付
午

後
８

時

帰

着
予

定
　

会
場

新
潟

県
神

楽
峰

（
み

つ
ま

た

ス
牛
－

場
よ

り
）
　

対
象

高

校
生
以

上
　

宿

泊
み
つ

ま
た

ロ

ー
プ

「
」
心

臓

病
児

・
者
医

療

相

談
会

３
月
４
日
日
午
後
１
時
～
３
時

会
場
ふ
れ
あ
い
2
2（
健
康
福
祉
会
館

対
応
者
市
立
病
院
小
児
科
医
師
・
松

本
康
俊
氏
　
定
員
先
着
五
十
人
　
昔

用
無
料

圃

電
話
で
心
臓
病
の
子
ど
も
を
守
る

松
戸
親
の
会
・
福
崎
ａ
ｗ
∵
5
1
9

5
へ

予
防
接
種
の
お
知
ら
せ

平
成
1
2
年
1
2
月
１

日
～

平
成
1
3
年

１

月
3
1
日
生

ま
れ
の

人
に

、

予
防
接

種
の
通

知
書

を
３

月
上
旬

に
送
付

し

ま
す

。

裹
１

・
２

に
該
当

す

る
人
は

、
直

接
中
央

保
健

福
祉
セ

ン
タ

ー

・
吝
支

所

の
市

民
健

康
相

談
室
で

申
し

込
む

か

、ハ

ガ
士

記
人
要

領
を

参
照
し

て

、

お

申
し
込

み
く

だ
さ

い

。

匱

保
健
福
祉

課
予
防

衛
生
係

容
屁

・

(おも て)
ハガ キ 記入要領

うら

表1　 乳幼児

①平成12年12 月1日～13年1 月31日生ま

れで2月15日以降に住民登録をした人

②予診票を持つていない下記の人

○ツベルクリン反応・ＢＣＧ…３ヵ 月以

上4歳未満で接種をしていない人
○ポリ オ‥･3ヵ 月以上7 歳6ヵ月未満で2

回飲んでいない人

Ｏ ＤＰＴ…３ヵ月以上ﾜ 歳6ヵ月未満で4

回接種していない人

○麻しん・風しん…1歳以上7 熾6ヵ月未

満で接種をしていない人
Ｏ日 本脳炎…3 歳以上7 歳6ヵ月末満で3

回接種していない人

エ
イ

ー
リ
フ
ト

・
保
険
料
）

圖
松
戸
市
山
岳
協
会
・
高
橋
ａ

叩

1
8
0
0

（
日
曜
日

、
祝
日
を
除
く

午
前
９
時
～
午
後
ら
時
）

【
】
松

戸
支

部

青

少
年

相

談

員

主

催

グ

ラ

ウ
ン

ド

ー
ゴ

ル
フ

大

会

３
月
４
日
日
午
前
８

時
3
0分
～
９

時
受
け
付
け
〔
雨
天
中
止
〕
　
会
場

中
部
小
学
校
校
庭
　
対
象
小

・
中
学

生
　

費
用
一
人
三
百
円
（
保
険
料

・

軽
食
代
）

圃
２
月
2
8日
㈲
ま
で
に
、
電
話
で
出

場
者
名
・
年
齢
を
青
少
年
相
談
員
・

木
村

昔
3
6
5
・
3
5
4
1
へ

予診票を持っていない下記の人

○日本脳炎第2期…小学4年以上13 歳未

満の人で追彑]接種をしていない人

○日本脳炎第3期…中学3年以上16 歳未

満の人で追加接種をしていない人

Ｏ ＤＴ第2期…小学6 年以上13 鑞未満の

人で追加接種をしていない人

○風しん…中学2 年以上 拓 歳未満で接種

をしていない人

［
］
野
球

規

則
審

判

技

術

講
習

会

３
月
４
日
日
午
前
９
時
～
午
後
４

時
　
会
場
運
動
公

園
野
球
場
と
会
議

室
　
費
用
三
千
円
（
認
定
証
・
規
則

書
・
昼
食
代
）

※
受
講
終
了
者
に
は
、
後
日
認
定
証

を
交
付
し
ま
す
。

圃

当
日
会
場
で

靉

松
戸
市
野
球
協
会
・
野
々
T
S
3
6
2

・
8
2
6
9

市
役
所
へ
は
電
車
や
バ
ス
で

２

月

・
３

月

は
駐

車

場

が
特

に
混

雑
し

ま

す

の
で

、

ご

来
庁

の
際

に

は
電

車

・

バ

ス
等

の

ご

利

用

を

お

願

い
し

ま

す

。

剴

管

財

課
庁

舎

管

理

係

登
3
6
6
・

ス
ポ
ー
ツ

ウ
ェ
イ
仮
眠
所

定
員
先
着
三
十

人
　

費
用
一
万

二
千
円
（
交
通

費

・
ロ
ー
プ
ウ

期 日 時間 会場 内　容 講　師 定員 費用

3/ 6固
午前

ｍ

時10

分
Ｓ

正
午

文
化
ホ
ー

ル

ここ が 危な い！ 子ど

もの生活と犯罪被害

千葉大学教授・中村攻

氏

先
着
三
十
人

無料

13(火)
地域の居場所と社会教

育の役割

君津市上総公民館・八

鍬貞一氏

20竕
学校と地域のしなやか

な関係

秋津コミュニティ代表

・岸裕司氏

27㈹
ワークシヨソヽプ

子どもの権利条約

アフタフバーバン 代表

・北島尚志氏

※保育あリ（2歳以上、おやつ代100 円程度）

験

入

門

３

月
1
2日
㈲
・
1
8日

糾
午
前
1
0畤
～
１１

時

会
場
矢
切
公

民
館
　

内

［
］
謡
曲
・
仕
舞
初
心
者
一
日
体

表2　 小・中 学生

■市立博物館春休み体験教室「布を織る
」



催
 
し
 

物
【
】
上

本

郷

学

童

保
育

所

「
風
の

子

ま

つ
り

」

２
月
2
5日
日
午
前
1
0時
～
午
後
３

時
　
会
場
上
本
郷
学
童
保
育
所
（
上

本
郷
小
学
校
内
）
　
内
容
百
人

】
首

・
こ
ま
・
竹
馬
・
模
擬
店
ほ
か
　
費

用
百
円

圜
上
本
郷
学
童
保
育
所
ａ

呼

３
２

［
］
暮

ら
し

の

相

談

セ
ン

タ

ー
税

務

・
貯

蓄

無
料

相

談

２
月
2
8日
㈲
干
前
1
0時
～
午
後
２

時
5
0分

会
場
松
戸
郵
便
局

内
容

税
務
と
貯
蓄
に
関
す
る
専
門
家
に
よ

る
個
別
相
談
　
定
員
先
着
十
人

圃

電
話
で
松
戸
郵
便
局
貯
金
課

尽
一

・
2
0
0
1

へ

○

譲
り
ま
す

〔
家
具
〕
シ
ン
グ
ル
ペ
ッ
ト
無
料

。

一
万
円
◆
ダ
ブ
ル
ペ
ッ
ト
無
料
◆
三

段
ペ
ッ
ト
一
万
円
◆
ペ
ッ
ト
付
き
机

無
料
◆
ソ
フ
ァ
三
人
掛
け
無
料
◆
ソ

フ
ァ
五
点
セ
ッ
ト
五
千
円
◆
学
習
い

す
千
円
◆
パ
ソ
コ
ン
デ
ス
ク
無
料
・

千
円
◆
パ
ソ
コ
ン
チ
ェ
ア
ー
一
千

五

百
円
◆
学
習
机
（
い
す
な
し
）
二
千

円
◆
若
者
向
け
机
（
い
す
な
し
）
無

料
◆
ダ
イ
ニ
ン
グ
テ
ー
ブ
ル
無
料
◆

座
卓
千
円

△
二
千
円
◆
押
し
入
れ
ダ

ン
ス
無
料
◆
カ
ラ
ー
ボ
ッ
ク
ス
無
料

◆
本
棚
三
千
円

〔
電
気
用
品
〕
ビ
デ
オ
デ
ッ
キ
千
円

◆
二
層
式
洗
濯
機
無
料
◆
こ
た
つ
五

千
円
◆
保
温
ト
レ
ー
千
円
◆
保
温
な

べ
千
円
◆
ワ
ー
プ
ロ
千
円
◆
電
気
ス

タ
ン
ド
五
百
円
◆
シ
ャ
ン
デ
リ
ア
三

千
円
◆
つ
リ
下
げ
丸
型
蛍
光
灯
五
百

円
◆
ハ
ン

ド
マ
ッ
サ
ー
ジ
機
七
百
円

［
］
野

鳥

観

察

会

（
大

町

自

然

観

察

圉

）

３

月
４

日
日

午

前
８

時
3
0分

松
戸

駅
東
ロ

デ
ッ

キ
上

集
合

、
午

前
‥囗
時

3
0分

現
地
解

散

〔
雨
天

中
止

〕
　

会

場
市
川

市
大

町
自

然
観

察
園
　

持

ち

物
筆

記
用
具

・
観

察
用

具

な
ど
　

費

用

無
料

（
交

通
費

実
費

）

膸

釉
ま
つ

ど
街
と

水
辺

の
緑
化

基
金

容
4
5・
9
8
4
6

３

［
］
ガ

ー

ル

ス
カ

ウ

ト

お

茶
会

３
月
４
日
臼
午
前
1
0時
～
正
午

会
場
稔
台
市
民
セ
ン
タ
ー
茶
室
　
内

容
お
茶
を
い
た
だ
く
作
法
ほ
か
　
対

象
年
長
～
小
学
六
年
生
ま
で
の
女
子

と
保
護
者
　
定
員
先
着
十
五
組
　
費

用
百
五
十
円

圃
電
話
で
ガ
ー
ル

ス
カ
ウ
ト
松
戸
市

連
絡
協
議
会

・
米
原

容
叩
9
0
1

6
へ

◆
電
子
レ
ン
ジ
無
料
◆
ホ
ー
ム
ベ
ー

カ
リ

ー
無
料
◆
も
ち
つ
き
機
無
料
◆

Ｃ
Ｄ
ラ
ジ
カ
セ
五
百
円
・
七
千
円
◆

大
型
ス
テ
レ
オ
（
レ
コ
ー
ド
プ
レ
ー

ヤ
ー
付
き
）
五
千
円
◆
オ
イ
ル
ヒ
ー

タ
ー
千
円
◆
ホ
ッ
ト
カ
ー
ペ
ッ
ト
三

畳
用
五
千
円
◆
除
湿
機
五
千
円
◆
フ

ァ
ク
ス
付
き
電
話
機
一
万
円
◆
工
業

用
ミ
シ
ン
無
料

〔
子
供
用
品
〕
ベ
ビ
ー
ペ
ッ
ト

無
料

◆
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
千
円
◆
歩
行

器
無
料
・
三
千
円
二
点
◆
ふ
ろ
用
浮

輪
型
補
助
シ
ー
ト
五
百
円
◆
Ｂ
型
ベ

ビ
ー
カ
ー
千
円
◆
プ
レ
ー
ジ
ム
五
百

円
◆
ブ
ラ
ン
コ
付
き
鉄
棒
二
千
円
◆

ジ
ャ
ン
グ
ル
ジ
ム
付
き
滑
り
台
三
千

円
◆
木
製
滑
り
台
無
料
◆
新
生
児
用

横
抱
き
だ
っ
こ
ひ
も
五
百
円
◆
お
ん

ぶ
だ
っ
こ
ひ
も
五
百
円
・
千
円
◆
ウ

エ
ス
ト
ポ
ー
チ
型
だ
っ
こ
ひ
も
千
五

百
円
・
二
千
円
◆
幼
児
用
お
す
わ
リ

ク
ッ
シ
ョ
ン
五
百
円
◆
木
製
ハ
イ
チ

ェ
ア
ー
ハ

百
円
◆
ハ
イ
ア
ン
ド
ロ
ー

「

」
星

空

観

望

会

３

月
1
0日

倒

午
後
６

時

か
ら

（
午

後
５

時
3
0分

開

場
）
　

会

場
市
民

会

館

プ
ラ
ネ

タ
リ

ウ
ム

室
と

屋
上
　

内

容
プ

ラ
ネ

タ
リ

ウ
ム

見
学
の

後

、
天

体

望

遠

鏡

を

使

っ

て

土

星

・
木

星

・
星

団
を

観
望

（
天

候
不

良
時
は

プ

ラ
ネ

タ
リ

ウ
ム

見
学

の
み

）
　

定

員

先
着

八
十
人
　

費
用

無
料

※
車
で
の
来
館
は
ご
遠
慮

く
だ
さ
い

。

※
団

体

匸

十

人
以
上

）

は
ご
相

談

く
だ

さ
い

。

圃

電
話
で
市

民
会
館

プ
ラ
ネ

タ
リ
ウ

ム

室

公
3
6
8
・
1
2
3
7

へ

【
】
ス

ト

レ

ス

に

負

け

な

い

食

事

３

月
1
8
日
日

正

午
～

午

後
３

時

会

場
新

松
戸
市

民
セ

ン

タ
ー
　

内
容

う
な
ぎ

も
ど

き
丼

、
ジ
ャ

ガ
イ

モ
と

力

二
肉

の
酢

の
物
ほ

か

を
作

る
　

費

用

七
百

円

圃

３

月
1
2日

⑩
ま

で
に

、
電
話
で

真

味

の
会

・
作
田

昔
3
3
5
・
0
3
7
7

へ

チ

ェ
ア

ー
千

円
◆

お
ま

る
四

百
円
◆

補
助

便
座

五
百

円
◆

幼
児
用

ビ
デ

オ

十
本
セ

ッ
ト
ハ

百
円
◆
小

学

生
用

剣

道
防

具

一
式
無

料
◆

幼
児
用

電
動

乗

’リ

物

二
千
円

◆

鉄
道
お

も
ち

や
レ

ー

ル

付

き
ほ
か

千

円
◆
は

乳

瓶
ケ

ー
ス

五

百
円
◆

調
乳

ポ
ッ
ト

二
千

五

百
円

◆

手
動

搾
乳

器

・
だ

っ
こ

ひ

も

・
ほ

乳

瓶
ほ

か
セ

ッ
ト

三
千

円
◆

三
輪

車

五
千

円
◆
子

供

用
自

転
車
補

助
輪
1
8

弓

二
百
円

〔
ス

ポ

ー
ツ

用

品

・

楽

器
〕

オ

ル

ガ

ン

千

円
◆

グ
ラ
ン

ド

ピ
ア
ノ

用
補

助

譜

面
台
二
千

円
◆

子

供
用

ス
牛
－

ウ

ェ

ア
1
2
0董

二
千

円

・
1
3
0
顋

二
千
円

◆

女
性

用

ス
牛
－

ウ
ェ

ア

庖

惣
二
千

円

◆

男
性
用

ス
牛
－

ウ
ェ

ア
Ｍ

サ
イ

ズ

二
千

円
◆

ス
牛
－

ブ

ー
ツ

迴

ブ

ピ

ン

ク

）
五

百
円
◆

女

性
用

ス
牛
－

板

1
6
0
碧
、
ブ

ー
ツ
2
3
芍
二
千
円

◆
女

性

用

ス
牛

―
板
閇

惣

、
ブ
ー
ツ
2
3
・
５

防
五
千

円
◆

フ

ィ
ギ
ュ

ア

ス
ケ

ー
ト

靴
2
0
芍
無
料
◆

卓
球

シ
ュ

ー

ズ
（
黒
）

2
5碧
二
千

円
◆

自
軋

車
こ

ぎ
機
千

円

二

点
◆

フ
ィ
ッ
ト

ネ

ス
ウ
ォ

ー
カ

ー

五
千

円
◆

男
性

用
ゴ
ル

フ

バ
ッ
ク

セ

口

ご

み

ツ

ア

ー

私
た

ち
が
毎

日

生
活
し
て

い

く
上

で

出
し
て

い

る
ご
み

が

、
ど

の
よ

う

に

処

理
さ
れ
て

い

る
の
か

を
蚰

っ
で

い

た
だ

く
た

め
に

、
清
掃

施
設
の

見

学

会
を
行

っ
て

い
ま

す

。

実
施
日

時

毎
月

第
二
水

曜
日
午

前

８

時
5
0分

～
正

午
　

コ

ー
ス
市
役

所

地

下
玄

関
集
合

～
日

暮

ク
リ

ー
ン
セ

ン

タ

ー
～

資

源
リ
サ

イ

ク
ル

セ
ン

タ

ー
～

和

名
ヶ
谷

ク
リ

ー
ン
セ

ン

タ
ー

～

市
役

所
解

散
　

対

象
市
内

在

性
の

人

（
乳

幼
児

の
参
加

は
不

可
）
　

定

員

先
着

二
十
人
　

費
用

無
料

※
十
人
以

上

の
団

体
に
つ

い
て

は
別

途

申
し
込
み

可

。
参
加

申
し

込
み

人

数
が
十

人
未

満
の

場
合
は
中

止

し
ま

す

。

※
現

在
３

月
1
4日

・
４

月
１１

日

分
を

受

け
付
け

て
い

ま
す

。

圃

実

施

希
望
日

の

五
日

前

ま
で

に

、

電
話

で
環
境

計
画

課

豐
3
6
6
・
7
3
3

2

丶

「
」
よ

こ

す

か

ウ
イ

ン

ド
ア
ン

サ

ン

ブ

ル

ー
ウ

イ

ン

タ

ー
コ

ン

サ

２
月
2
5鳳

抖
午
後
２
時
開
演
　
会

場
森
の

ホ
ー
ル
2
1
　
内

容
交
響
詩

「
は
げ
山
の

一
夜

」
、
バ
レ

エ
組
曲

「
ガ
イ
ー
ヌ
」
よ
リ
ゴ
パ
ッ
ク
ほ
か

指
揮
者
波
多
野
好
美
氏
　
共
演
県
立

小
金
高
校
吹
奏
楽
部
　
費
用
無
料

圖

渋
谷

登
0
9
0
・
２
４
７
８

・
3
9
7

0
［
］
女

声

ア

ン

サ

ン
ブ

ル

ー
ピ

ア

チ

ェ

ー
レ

定

期

演

奏
会

３
月
４
日
日
午
後
２
時
～
４

時

会
場
石
橋
メ
モ
リ
ア
ル
ホ
ー
ル
（
Ｊ

Ｒ
上

野
駅
徒
歩

五
分

）
　

内
容
パ

イ
プ
オ
ル
ガ
ン
の
伴
奏
に
よ
る
フ
ォ

ー
レ
作
曲
「
レ
ク
イ
エ
ム
」
ほ
か

費
用
二
千
円

固

ア
ン
サ
ン
ブ
ル

ー
ピ
ア
チ
ェ
ー
レ

・
松
野

登
耶
・
4
6
2
6

【
】
マ

ン

シ

ョ
ン

問

題

個

別

相

談

会
３
月
６
日
㈹
午
後
１
時
3
0分
～
３

時
3
0分
　
会
場
千
葉
県
県
民
相
談
室

（
県
庁
二
階
）
　
内
容
マ
ン
シ
ョ
ン

管
理
組
合
が
抱
え

る
マ
ン
シ
ョ
ン
の

維
持
・
管
理
・
運
営
、
大
規
模
修
繕

等
に
関
す
る
問
題
に

、
専
門
の
弁
護

士
・
建
築
士
が
個
別
に
相
談

定
員

弁
護
士
＝
先
着
四
人
、
建
築
士
＝
先

着
四
人
　
費
用
無
料

圃

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
、
住
ま

い
の
情
報
セ
ン
タ
ー
＆
匹
∵
2
2
3・
3

2
6
5

囲
伺
・
2
2
5
・
1
8
5
0

へ

ツ
ト
三
千
円

〔
日
用
雑
貨
〕
介
護
用
エ
ア
ー
マ
ッ

ト
無
料
◆
チ
ェ
ッ
ク
ラ
イ
タ
ー
五
百

円
◆
石
油
ス
ト
ー
ブ
五
百
円
◆
排
水

ホ
ー
ス
二
百
円
◆
二
分
別
ご
み
箱
四

千
円
◆
キ
ャ
ン
プ
用
い
す
三
脚
三
千

円
◆
こ
た
つ
天
板
五
百
円
◆
都
市
ガ

ス
用
ガ
ス
テ
ー
ブ
ル

（
魚
両
面
焼
）

六
千
円
◆
都
市
ガ
ス
用
ガ
ス
ス
ト
ー

ブ
無
料
・
千
円
二
点
◆
都
市
ガ
ス
用

ガ
ス
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
三
千
円
◆
都

市
ガ
ス
用
瞬
間
湯
沸
か
し
器
三
千
円

◆

も
の
干
し
台
無
料
◆
長
靴
五
百
円

◆
猫
用
ホ
ッ
ト
カ
ー
ペ
ッ
ト
、
爪
研

ぎ
千
円
◆
タ
イ
ヤ
チ
ェ
ー
ン
（
1
8
5
／

7
0
R／
纐
）
二
千
円
◆
ワ
ン
タ
ッ
チ

チ
ェ
ー
ン
Ｒ
Ｖ

用
一
万
円
◆
お
ひ
な

様
七
段
飾
り
一
万
円
◆
ス
ー
ツ
ケ
ー

ス
（
中
）
無
料
◆
キ
ャ
ス
タ
ー
付
き

旅
行
バ
ッ
ク
千
円
◆
生
け
花
用
花
器

各
種
五
百
円
か
ら
◆
志
野
焼
大
皿
ほ

か
セ
ッ
ト
三
千
円
◆
来
客
用
座
布
団

五
枚
組
千
円
◆
編
み
機
無
料
二
点
◆

は
し
ご
兼
折
り
畳
み
脚
立
千
五
百
円

◆
掃
除
機
取
付
用
毛
玉
取
器
千
円
◆

鳰
時
計
五
千
円
◆
ハ

ー
ド
ト
ッ
プ
用

ス
牛
－

キ
ャ
リ
ア
四
千
円
◆
磁
カ
ゴ

マ
五
百
円
◆
パ
イ
プ
い
す
二
脚
千
五

百
円

圃
２

月
2
8日

水

〔
消
印

有
効
〕

ま
で

に

、
ハ

ガ
半

に
希

望
品

名

（
品

物

一

点
に
つ

き

一
人

一
枚
）
　・
価

格

・
住

所

・
氏
名

・
電

話
番
号

（
昼

間
お
勤

め
の
人

は
勤

め
先

の
電

話
番
号

）

を

記
入

し
て

、

〒
2
7
1
－
0
0
7
3

松
戸

市
小

根
本
七

の
八

京
葉

ガ

ス
Ｆ

松
戸

第
ニ
ヒ

ル
　

松
戸

市
消

費
生
活

課
へ

※
相

手
の

紹
介
は

翌

月
1
0日

ご
ろ

ま

で

に
抽
選

し

、
当
選

者
に

連
絡
し

ま

す
。

紹
介

後
は
自

主
交

渉
匚

な

り

ま
す

。

ロ

バ

ー

ト

保

健

婦

（
土

）
　
ｔ
看

護

婦

♀
一
）
　
・
助

産

婦

を

募

集

対
象

保
健
婦
（
士
）
・
看
護
婦
（
士
）

・
助
産

婦
の

資

格
を

有
す

る
人

（
准

看
護
婦

は

除
く

）
　

業
務

内
容

①
保

健

婦
（
士

）
＝
検
診

・
相

談
業
務

・
家

庭

訪
問

②

看
護

婦

（
士

）

＝
各

種

検

診

・
予

防

接
種

等
の

看
護

業
務

③
助

産

婦
＝

家
庭

訪
問

※
市
内

の
医

療

機
関

に
勤

務
し

て

い

る
人

は
ご

遠
慮

く
だ
さ

い

。

圖

保
健
福

祉
課
検

診
係

四
3
6
6・
7
4

8
7

【
】
松

戸
競

輪

「

イ

メ

ー
ジ

キ

ャ

ラ

ク

タ

ー
」

の

愛

称

が
決

ま

り

ま

し

た

３

月
2
0
日

㈲

～

2
5日
紂

の
六

日
間

、

松

戸

競

輪

場

で

第

五
十
四

回
日

本
選

手
権
競

輪

（
燦

燦

松

戸

ダ
ー
ビ

ー
）
が
開

催
さ

れ
ま

す
。

こ
れ

に
先

立
ち

、
松
戸

競
輪

「
イ

メ

ー
ジ

キ
ャ

ラ
ク

タ

ー
」

の

愛
称

を

募
集
し

た
と
こ

ろ

、
千
八

百
八

十

一

通
の
応

募
作

品
の

中
か

ら

「
マ
ッ

ピ

ー
」

が
選
ば

れ
ま

し
た

。

多
数

の
ご

応
募

を
い
た

だ

き

、
誠

に

あ
り

が
と

う
ご

ざ
い
ま

し
た

。

固

第
五
十
四

回
日
本
選

手
権
競

輪
開

催
推
進

本
部

事
務

局

登
3
0
8
・
ワ
５

６

１

品
物
を
譲
り
た
い
人
は
、
２
月
2
8

日
㈲
ま
で
に
、
電
話
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い

【

】
人
三
点
ま
で
）
。
３

月
2
5日
号
に
掲
載
し
ま
す
。
価
格
は

一
万
円
ま

で
で
、
衣
料
品

・
食
料

品
・
自
転
車
な
ど
は
扱
い
ま
せ
ん
。

固
消
費
生
活
課

昔
汳
・
7
3
2
9

マッピー

プ
ロ
野
球
オ
ー
プ
ン
戦
に
ご
招
待

「
ふ

る
さ

と

球

団

」

を

目

指

し

て

い

る

千

葉

囗

ッ

テ

マ

リ

ー

ン

ズ

の

ご

好

意

に

よ

り

、

オ

ー

プ

ン

戦

に

抽

選

で

五

十

組

（
百

人

）

を

ご

招

待

し

ま

す

。

内

容
・
・
・
３

月

拯

日

圉
ヤ

ク
ル

ト

戦

、

1 6

日

廁

日

本

ハ

ム

戦

、
1
8
日

言

西

武

戦

、
1
9
日

囲

オ

リ

ッ

ク

ス

戦

、

2
0
日

聯

中
日

戦

の

い

ず

れ

か

一
試

合

を

観

戦

で

き

る

招

待

券

時

間

…

す

べ

て

午

後

１

時

試

合

開

始

雨

天

中

古

［
］
六

実
桜

ま
つ

り

出

店

者
を

募

集
出
店
日
４
月
７
日
出
・
８
日
紐

会
場
六
実
六
高
台
さ
く
ら
通
り
　
出

店
ブ
ー
ス
ニ
訂
×

丁

五
肩
　
費
用

［
］
お
は

な
し

キ
ャ

ラ

バ

ン

嘱
託

職

員
を

募

集

勤
務
日
毎
週
火
～
金
曜
日
午
前
９

時
～
午
後
５
時
　
業
務
内
容
人
形
劇

・
紙
芝
居
な
ど
の
製
作
と
上
演
　
対

象
二
十
上

二
十
五
歳
く
ら
い
の
、
子

ど
も
と
お
は
な
し
が
好
き
で
、
人
形

劇
の
上
演
や
人
形
製
作

・
イ
ラ
ス
ト

等
が
得
意
な
人
　
募
集
定
員
二
人

待
遇
給
与
時
給
制
・
賞
与
・
交
通
費

支
給
・
社
会
保
険
加
入
　
面
接
日
３

月
口
日
出
午
前
９
時
3
0分
か
ら
　
採

用
４
月
１
日
日
か
ら

匣
３
月
1
0日
出
午
後
５
時
ま
で
に

、

会
場
：
辛

葉
マ
リ
ン

ス
タ
ジ
ア
ム

畄
３
月
２
日
面
〔
消
印
有
効
〕
ま

で
に
、
ハ

ガ
半
に
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
・
年
齢
・
「
招
待
券
希

望
」
・
広
報
ま
つ
と
へ
の
意
見
・

感
想
を
記
入
し
て
、
〒
2
7
1
1
8
5

8
8
松
戸
市
根
本
三
八
七
の
五

松
戸
市
役
所
広
報
課
（
晋
叩
7

3
2
0
）
へ

※
当
選
者
の
発
表
は
、
招
待
券
の

発
送
を
も
っ
て
か
え
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

履

歴
書

（
写
真
添

付

）
と

作
文

「
応

募

の

理
由

」
（
八

百

字

程
度

）

を

持

っ
て

直

接

、
ま
た

は
郵

送
で

〒
2
7
0
1

0
0
3
5

松
戸
市

新

松
戸

南
二

の
二

紂
松
戸
市
お
は
な
し
キ
ャ
ラ
バ
ン
（
ａ

糾

・
３

０
３
７

、
火
～

土

曜
日

の
午

前
９

時
～

午
後
５

時

）
へ

［

］
ロ

ー

タ

リ

ー

国

際

親

善

奨

学

生

を

募

集

応
募

資
格

①
市
内

在
住

ま
た

は
出

身

者

②
ロ
ー

タ
リ
ア

ン
の

子
弟

で
な

い

②

健
康
で

あ
る

④
大
学

二
年

を
修

了

⑤
日

本
文
化

を

留
学
国
へ

伝
え

ら

れ
る

⑤
留
学

希
望

国
の

語
学
が

堪
能

⑦
グ
ラ

ブ
推

薦
を

受
け

、
か
つ

地
区

ロ
ー

タ
リ

ー
財
団

が
実

施
す

る
試
験

に

合
格

し

、
オ
リ
エ

ン

テ
ー

シ
ョ
ン

を
受
け

る
こ
と
　

応
募

期
限
３

月
3
1

日

出

〔
必

着

〕

※
詳

細
は
お
問

い
合

わ
せ

く
だ

さ
い
。

圜

松
戸

Ｒ

・
Ｃ

・
中

山

登
3
6
7・
２

０
２
６

、
松
戸

東
Ｒ

・
Ｃ

・
得
居

登

0
3・
３
２
３

４

・
ワ
３
２

３

、
松
戸

北

Ｒ

・
Ｃ

・
中

原

登
頂

・
０

７

８

ツ

、
松

戸
西
Ｒ

・
Ｃ

・
松

丸
ａ

叩

１
３
４

１

、
松

戸
中

央
Ｒ

・
Ｃ

・
渡

辺

登
3
6
6
・
5
5
6
3

広
報
ま
つ
ど
２
月
1
0日
税
特
集
号
に
掲
載
し
た
、
中
学
生

の
「
税
に

つ
い
て
の
作
文
」
の
松
戸
市
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
会
長
賞
受
賞
者
の

「
佐
々
木
友
香
」
さ
ん
は
、
「
佐
々
友
香
」
さ
ん
の
誤
り
で
し
た
。

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

圖
税
制
課

登
3
6
6
・
7
3
2
1

リ
サ
イ
ク
ル
広
場

使
え
る
も
の
を
捨
て
る
前
に
リ
サ
イ
ク
ル
広
場

へ

次
回
掲

載
分
に
つ
い
て

お
知
ら
せ

一
ブ
ー
ス
三
千
円

圃
３
月
１１
日

辯

市

内
在
住
の
人
＝
午
前

ｍ

時
～
正
午
、
市
外

在
住
の
人
＝
午
後
１
時
～
３
時
の
問

に
、
印
鑑
と
費
用
を
持
っ
て
直
接
、

六
実
集
会
所
（
六
実
二
の
一
の

匸

へ

圜
実
行
委
員
会
フ
リ

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

担
当
・
小
金
谷
き
3
8
7
・
0
0
3
1



見に行こう　聴いてみよう　＝文化施設だより＝

登368-1237

期 日 内　　 容 （☆は有料） 開演時間 問い合わせ先

3/ 4(1日)
眷のチャリティー歌謡

⊃ 甫洸－・島津亜矢公演　　　　　　☆

13:00
ワイド企画　　　　　　 容362- ワ回ら

18:00

20 竕 鎌ヶ谷高校吹奏楽部定期演奏会 巧:00
県立鎌ケ谷高校吹奏楽部

a04ﾂｰ444-2 ヤ1

24圉
県立松戸秋山高校吹奏楽部

第6回定期演奏会
13:00 県立松戸秋山高校　　　 公39ト ー4361

25(日)民謡仲原派45 周年発表会 9:25 民謡仲原会・仲原　　S384- 引05

※月曜日は休館（ただし 、祝日の場合は開館し翌日休館）

Q368-0070

期　日 内　　 容 （☆は有料） 開演時間 問い合わせ先

2/25(1[])第6回千葉県理学療法土学会 9:30 小川緑朗　　　　　　　S363-21ﾜ1

28 冰）健康カラオケコンテスト 18:00 健康カラオケ普及会　　 登3∠囗-3623

3/3 出
思春期の嵐と恵み講演会　　　　　　☆ 10:00

全国友の会松戸支部松戸友の会
昔04ﾜﾚﾌ3-ﾜ626

有田由希1周年ひなまつワゴンサード 1∠1:00＜まちゃんの会　　　　S363-6 剣４

4(E])川の歌コンサート　　　　　　　　 ☆ 13:00 ㈹ 河||清流課　　　　S366-1152

10圉 春休み親子平和人形劇 1∠1:00㈹）総務課　　　　　　 公36ト マ305

11(日)ピアノ発表会 ℡30 勝村員由実　　　　　　 昔36卜59ﾜ3

18(日)国立ピアノ・エレクトーン発表会 13:00
国立ピア广 エレクトーン 教室

S366-1189

24 丗 ピアノ発表会 12:30 平川典子　　　　H03-3605-ﾜ054

※月曜日は休館（ただし 、祝日の場合は開館し翌日休館）

ﾌダ゙S367-7810

期　間 内　　容 問い合わせ先

2/25(1日)まで 松戸市書道展 教）社会教育課　　　　　o366 ―ﾜ罷2

3/ 1(淞～4Fﾖ) 名胡桃書展 名胡桃教場　　　　　　　a386-6582

3/ 8W ～11 ⑤ 明第1地区こども会作品展 教）こども課　　　　　　Q366-ﾜ464

3/13W ～18ぐ日）
油絵サークル「貝の花」展 油絵サークル貝の花　　　Q344-ﾜ363

サークル｢ はな と み｣ 植物画作品展 サークルはな と み　　　a363-8020

3/20勍～25(日)
華墨会水墨画会 華墨会　　　　　　　　　登 斜3－ﾜ∠に30

小金原写友会写真展 小金原写友会　　　　　　容ｙ トﾜ062

開館時間…午前10 ㈲～午後ら時　※月曜日は休館

21世紀の森と広場パークセンタ
ー

期　　圖 内　　容

展
一示

3/ 3 出～15 困
｢野鳥の写真コンクール入賞作品展｣

紺まつど街と水辺の緑ｲ滋 金

3/17tt)～23廊
匚21世紀の森と広場～四季の彩り～

第1[亘]日々定男風景画展｣　　　　　　　　　 日々定男

観
登

二

3/10 圉午前10 ㈲～11 ㈲30分 昆虫ウオソヽチンゲ　　講師自然解説員・前園泰徳氏

3/17 ㈹午前10 時～110430 分 バードウォッチング　講師自然解説員・首藤美恵子氏

3/24(:が午後2時～3 時 季節の見どころ歩き　案内役パークセンター職員

圃当日パークセンターで　定員先着25人　費用無料　〔雨天中止〕

相
談

毎週水・土 一日曜日と祝日 、午前10

時～正午と午後1時～3時30 分

みどりの相談員による花や緑に関する相談( 電話でも受

け付けます)

開館時間…午前9時～午後4時、3月１日㈹からは午後4時30分まで

(月曜日は休館。ただし 祝日の場合は開館し翌日休館)

c362-2050

● 休館 の お知 ら せ…施設整備のため 、3月31 日出 まで戸定歴史館展示室は閉室となり ます。

なお 、戸定邸は通常通りご 覧いただけます。

救急医療体制
健康保険証をお忘れなく

松戸市の市外局番は047 です

O384-5050

期　日 内　　容(☆は有料) 開演時間 問い合わせ先

大
ホ

｜ル

2/27(勁 大月みやこコンサート　　　　　　　 ☆
14:00 ペルワールドミュージ ソヽク

Q03-3222-ﾜ80q18:30

3/ 3仕）
津軽三味線古田兄弟コン サート

☆（完売）

14:30
RO-ON　　　　　　Q365-9911

18:00

10(士)
第13回松戸ブラスオルケスター定期演奏

会　　　　　　　　　　　　　　　 ☆
1ﾜ:00 佐藤　　　　3090 一ﾜ01ワー∠1408

17(j=)親子春風コンサート　　　　　　　　 ☆ 1∠1:30千葉県生協連　Q043-224-ﾜﾜ53

25(日)
市立第一中学校　合唱関東大会2年連続

出場記念コンサート
14:00

市立第一中学院 一矢口

a363- ∠囗ﾜ2

小

ホ

｜
ル

2/27 ㈲ 森のホール固 国際音楽祭　　　　　　☆ 19:00
斜松戸市文化振興財団

a384-5050

3/ 2銜 世界聖なる音楽祭　命響けいま　　　☆ 18:30 命の集い　　　公04ﾜ1-53 づ ９拓

10 ① 第20回音画会ピアノ発表会 13:00 音画会・津田　　　 登343-9269

11日 ピアノ発表会 牡30
六木ピアノ教室・竹田

昔04ﾜ1-32-76 ヤ

1鴎

和太鼓＆津軽三味線＆打楽器＆洋楽器の

競演　　　　　　　　　　　　　　 ☆

モフラン･東原･御木 てDnmbata"十上妻宏光

18:∠L5 P.O.B　　　　 昔04ワー435-1886

17 輿
ファミリーのための名曲コン サート

「トラン ペット吹きの休日」　　　　 ☆
14:00

松戸クラシック音楽を楽し む会

a  367-0939

18(Eﾖ)木の芽会ピアノ発表会 1∠1:15木の芽会・平石　　a388-ﾌﾌ91

※月曜日は休館（ただし 、祝日の場合は開館し翌日休館）

松戸駅市民ギャラリー

期間 3/ 1團 まで 3/2 詣～15( 木) 3/1c銜～29困

東
陶悠会陶芸作品展

圖小島a  364-9425

むつみ会絵画展

圖北川a38 ワー 刀00

松戸鉈手紙の会作品展

固 松村Q391-4384

西
バイアス編手あみニット作品展

固大竹O0471-33 ―0787

アトリエこたに作品展

圖小谷o367 ― 5321

公文ペン習字松戸駅前教室作品展

圈 鎌 田Q386-6507

Q384-8181

期　　問 内　　　　　 容

3/ 1休卜31 圉午後1時15 分 べ3時

巧 分から上映（土・日曜日、祝

日は午前11時からも上映）

ハ イビ ジ ョン 映 像｢ 悠久 の 長江 ～ 三 峡｣ 〈上映 時 間50 分〉　 会

場 講堂　 観覧無 料　 ※講 座開 催のた め 、3 月4 日旧)・18 日(日)の 八

イビ ジョ ンは 午前 Ｕ 時30 分か ら上 映 、講演 会開 催の ため 厂3 月

24 日出 の午後1 時 售 分から の上映は 中止し ま す。

3/31 aaまで

学習資料展「教科書のなかの道具とくらし」

内容小学校社会科の教科書に登場する一昔前の道具や住まいの

様子を展示し 、当時の生活の様子やくらし の変化について考え

ます　会場企画展示室　観覧無料

3/4(1日)・11(日)

各日午後1時30分～3 時

第6回学芸員連続講演会

3/ 4(日)：｢ハゼをもとめて～海夕卜生物調査協力から｣

3/11(1日)て闃場遺跡の礫群について｣

会場実習室　定 員当日先着40 人　費用無 料

3/24ぐtう

午後1時30 分～3時

館長講演会「 考古学を考える②」

内容奇数月の第4土曜日に岩崎館長が考古学について語る

会場講堂　定員当日先着80人　費用無料

江戸時代旅装束試着体験毎月第1日曜日午後1日か2 時・3時・∠t時から各回男女各1人
圃電話で市立博物館試着ｲ本験ｲ系S384-82ﾜ2 へ

休館日月曜日( ただし 、祝日の場合は開館し翌日休館) ・第4金曜日・年末年始(12/28 ～1/4)

開館時間午前9 時30 分～ 午後5㈲(入館は午後4 時30 分 まで) 常設展示観覧料一般300 円(240

円)、高 一大学生 巧O 円(100 円)ン｣卜 中学生100 円(60円)〔(　　) 内は団体料金/20人以上〕

※毎月第2・4土曜日は小・中学生の観覧は無料です。

ガイドツアー(常設展示解説)毎日午前10時・午後2時から30 分間( 参加者は観覧料が必要です)

学芸員による展示スポット解説毎週日曜日午後2時30 分から20分間( 参力[]者は観覧料が必要です)

※来館者専用の駐車場はあり ませんので、21世紀の森と広場の駐車場(有料)をご利用く ださい。

お気軽にご相談＜ださい ３月の相談あんない

相談名 期　 日 時　 間 会　 場 圃 相談名 期　 日 時　 間 会　 場 麺

市政･一般
月～金曜日

午前8時30分～午後5時
市民相談課

市

民
相
談
課

昔366

・
７
３
１
９

※一

般
相
談
＝

金
銭
・
身
の
上
・
相
続

・離

婚
等
家
庭
問
題
の
相
談

人権相談

第1～第4金曜日

午前10時～午後3時

市節 節ｺｰﾅｰ 千
葉

地
方

法
務

局
松

戸
支

局

福
祉
事
務
所
援
護
係
認
一
・
７
３
４
９

交通事故 午前9時～午後5時 5(月) 馬 橋支所

6㈹ 六 実支所
法律相談

(予約制)

月･火･木曜日 午後1時～5時

市

役所

相
談
コ
ー

ナ
ー

6(火) 小 金支所
第1月曜日 午前9時～正午

7冰） 常盤平 支所
税務相談 第2金曜日 午後1時～5時

14 冰） 新松戸市民ｾﾝﾀｰ

登記相談 第3金曜日 午後1時～4時30分 8休） /j淦原市民ｾﾝﾀｰ

行政相談 第2・第4月曜日 午後1時～3時 ※人権相談は千葉地方法務局松戸支局(S363 ―6278)でも行っていますo

不動産相談 水曜日 午後1時～5時 心

配

ご

と

相

談

第1～第4金曜日

午前10時～午後3時

市役所相談ｺｰﾅｰ

社会

福
祉
協
議
会

公368

・０

５
０
３

外国人相談 第2・第4火曜日 午前9時～正午 5(月) 馬 橋支所

6(火) 六 実支所
住宅ﾘﾌｫｰﾑ 第3水曜日 午前10時～午後4時 住宅課

6㈹ 小 金支所
労働相談 第1・第3月曜日 午後1時～5時 商工観光

課労政係
7冰)・21冰) 常盤平 支所

※労働相談は東葛飾支庁商工労政課(B361-4089)でも行っています。 14冰)・21溂 新松戸市民ｾﾝﾀｰ

巡

回

年

金

相

談

2(金)

午前10時～午後3時

常盤平支所 国

民

年

金

課

適

用

係

豐366

・

７
３

５

（／』

※左

記
以
外
の
日

は
国
民
年
金
課
へ

8沐)・22末 小金原市民ｾﾝﾀｰ

6㈹ 小 金 支 所 痴ほう介護相談 23m 午後1時～3時 社会福祉協議会

9(金) 小金原支所 ゆ う ま つ ど

ここ ろの 相談

(予約制)

第1～第4月曜日
午前10時～午後4時 女 性 セン タ ー

（ 相 談 室 直 通 ）

S363-0505

13(火) 馬 橋 支 所

六 実 支 所

第2・第3木曜日

第1木曜日 午後2時～8時
16(金)

女性 就業 相談 火･金曜日 午前10時～午後4時
23(金) 新松戸支所

パ ー ト 労 働

悩 みご と 相談
6火

午後1時3(〕分～

午後4時30分
女 性 セ ン タ ー
S  364―877827 ㈹ 矢 切 支 所

30(金) 東 部 支 所 就 学相談( 予約制)
月～金曜日 午前9時～正午・

刹 邨 均 分～4時30分

教育研究所(相談専用)

S  366―7600
消費生活相談 月～金曜日 午前9時～午後4時

消費生活センター
S365 ―6565

教育 相談( 予約制)

青少年相 談( 電話)

月～金曜日

午前8時30分～
午後4時30分

こ ど も 課
O  363―7867

子育て相談 月～金曜日 午前8時30分～午後5時
北松戸保育所内f1367-4646

六高台保育圉内55394-5590 青少年相談( 来所)

〔予 約制〕 午前9時～午後5時
こ ど も 課

Q366-7464嘔住宅課Q366-7366 、商工観光課公366-7327

◆テレホン案内サービス

〔当日の医療機関( 待機病院、休日在宅

当直医､夜間急病診療所､休日土曜日夜

間歯科診療所等)を案内しています〕

S366-0010

平日 午後4時30 分～翌日午前9 時

休日と土曜 午前9時～翌日午前９時

◆夜間急病診療所　　c368 ―3756

衛生会館内　毎日午後8 時～11 時

◆休日土曜日夜間歯科診療所

O365-3430

衛生会館内　午後８時～11 時

戸定歴史館

博物館

文化ホールギャラリー

市民劇場

市民会館 森のホール21

(21世紀の森と広場内

)

※相談はすべて無料です。閉庁日の相談はあり ません。


